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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】画像テキスト・ブロードキャスト方法およびデ
バイス、電子回路並びに記憶媒体を提供する。
【解決手段】画像テキスト・ブロードキャスト方法は、
指定ブロードキャストの指示を受けるステップと、指定
ブロードキャストの指示に応答して、ブロードキャスト
・データに関する現在のブロードキャストの進展を判定
するステップと、現在のブロードキャストの進展および
指定ブロードキャストの指示にしたがって、次のブロー
ドキャスト・データ片を第１テキストから取り込むステ
ップであって、第１テキストが、画像のテキスト・エリ
アにおけるテキストに対して認識され格納されたテキス
ト・データで構成される、ステップとを含む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像テキスト・ブロードキャスト方法であって、
　指定ブロードキャストの指示を受けるステップと、
　前記指定ブロードキャストの指示に応答して、ブロードキャスト・データに関する現在
のブロードキャストの進展を判定するステップと、
　前記現在のブロードキャストの進展および前記指定ブロードキャストの指示にしたがっ
て、第１テキストから次のブロードキャスト・データ片を取り込むステップであって、前
記第１テキストが、画像のテキスト・エリアにおけるテキストに対して認識および格納さ
れたテキスト・データで構成される、ステップと、
　を含む、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、更に、
　前記画像のテキスト・エリアにおいて認識しようとするテキスト行上で文字認識を実行
してテキスト・データを得て、前記テキスト行のテキスト・データを第１記憶空間に、前
記第１テキストにおけるデータ行として格納するステップと、
　前記ブロードキャスト・データを第３記憶空間に格納するステップと、
　前記ブロードキャスト・データについての関連情報を第２記憶空間に格納するステップ
であって、前記関連情報が、前記第３記憶空間におけるブロードキャスト・データを、前
記第１記憶空間における前記第１テキスト内の対応データに位置的に対応させるために使
用される、ステップと、
　を含む、方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法において、前記ブロードキャスト・データについての関連情報が
、少なくとも、
　前記ブロードキャスト・データに位置的に対応する前記対応データにおける各データ行
の、前記第１テキストにおける、位置と、
　前記対応データにおける各データ行の対応データに対する分画比率と、
を含み、
　前記対応データにおける各データ行の前記対応データに対する分画比率が、前記対応デ
ータにおける開始データ行から前記データ行までの文字数の、前記対応データの総文字数
に対する比率に基づいて判定される、方法。
【請求項４】
　請求項２に記載の方法において、前記ブロードキャスト・データを第３記憶空間に格納
するステップが、
　現在のブロードキャスト・データを前記第３記憶空間に格納するとき、新たに認識され
たテキスト行のテキスト・データを、順次ブロードキャスト・モードにおける次のブロー
ドキャスト・データ片の少なくとも一部として、前記第３記憶空間に格納するステップを
含む、方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法において、
　前記第３記憶空間において格納を実行する毎に、これに応答して、
　前記第２記憶空間に格納されている前記次のブロードキャスト・データ片についての関
連情報を構築および／または更新する、方法。
【請求項６】
　請求項２に記載の方法において、前記テキスト・エリアにおいて認識しようとする第１
テキスト行上において文字認識を実行することによって得られたテキスト・データが、ブ
ロードキャスト・データ片として別々に取り込まれる、方法。
【請求項７】
　請求項２に記載の方法において、前記ブロードキャスト・データを第３記憶空間に格納
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するステップが、
　現在のブロードキャスト・データを前記第３記憶空間に格納するとき、前記指定ブロー
ドキャストの指示を受けたことに応答して、次のブロードキャスト・データ片を前記第１
テキストから取り込み、これを前記第３記憶空間に格納するステップを含む、方法。
【請求項８】
　請求項２に記載の方法において、次のブロードキャスト・データ片を前記第１テキスト
から取り込むステップが、
　前記指定ブロードキャストの指示を受けたことに応答して、現在のブロードキャスト・
データにおいて現在ブロードキャストされている位置を、現在のブロードキャストの進展
として判定するステップと、
　前記現在のブロードキャストの進展および前記第２記憶空間における前記現在のブロー
ドキャスト・データについての関連情報に基づいて、前記現在のブロードキャストの進展
に対応する前記第１テキストにおける位置を、現在のブロードキャスト位置として判定す
るステップと、
　前記現在のブロードキャスト位置および前記指定ブロードキャストの指示における指定
ブロードキャスト様式に基づいて、前記第１テキストにおいてブロードキャストすべき位
置を決定するステップと、
　前記ブロードキャストすべき位置を開始位置として使用することによって、前記次のブ
ロードキャスト・データ片を前記第１テキストから取り込み、これを前記第３記憶空間に
格納し、前記次のブロードキャスト・データ片についての関連情報を計算し、前記第２記
憶空間に対応して格納するステップと、
　を含む、方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法において、前記現在のブロードキャストの進展および前記第２記
憶空間における前記現在のブロードキャスト・データについての関連情報に基づいて、前
記現在のブロードキャストの進展に対応する前記第１テキストにおける位置を、現在のブ
ロードキャスト位置として判定するステップが、
　前記現在のブロードキャストの進展を、前記第２記憶空間に格納されている前記現在の
ブロードキャスト・データに対する分画比率と比較し、前記第２記憶空間に格納されてい
る現ブロードキャスト・データの内、前記現在のブロードキャストの進展よりも大きな分
画比率の内最小の分画比率に対応するものの位置を、前記現在のブロードキャスト位置と
して判定するステップを含む、方法。
【請求項１０】
　請求項２に記載の方法において、前記指定ブロードキャストの指示における指定ブロー
ドキャスト様式が、隣接テキスト単位のブロードキャストを含み、
　前記隣接テキスト単位が、現在ブロードキャストされているテキスト行が位置するテキ
スト単位に隣接する、方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法において、前記隣接テキスト単位をブロードキャストするステ
ップが、直前の行をブロードキャストするステップまたは直後の行をブロードキャストす
るステップを含み、前記第２記憶空間に格納されている現在のブロードキャスト・データ
における各データ行の、前記第１テキストにおける、位置が、前記データ行の行番号を含
み、
　前記次のブロードキャスト・データ片を前記第１テキストから取り込むステップが、
　前記指定ブロードキャストの指示を受けたことに応答して、前記現在のブロードキャス
ト・データにおいて現在ブロードキャストされている位置を、前記現在のブロードキャス
トの進展として判定するステップと、
　前記現在のブロードキャストの進展および前記第２記憶空間に格納されている前記現在
のブロードキャスト・データについての関連情報に基づいて、前記現在のブロードキャス
ト・データにおける現在のブロードキャストの進展に対応するデータ行に対応する、前記
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第１テキストにおける、テキスト行の行番号を、現在のブロードキャスト行番号として決
定するステップと、
　前記直前の行をブロードキャストすることを指定する前記ブロードキャスト様式に基づ
いて、前記現在のブロードキャスト行番号から１を差し引いた値を、ブロードキャストさ
れる行番号として使用する、または　直後の行をブロードキャストすることを指定する前
記ブロードキャスト様式に基づいて、前記現在のブロードキャスト行番号に１を加算した
値を、ブロードキャストされる行番号として使用するステップと、
　前記ブロードキャストされる行番号が位置する行を開始位置として使用することによっ
て、前記次のブロードキャスト・データ片として、前記第１テキストから少なくとも１つ
のデータ行を取り込むステップと、
　を含む、方法。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の方法において、前記隣接テキスト単位をブロードキャストするステ
ップが、直前の段落をブロードキャストするステップまたは直後の段落をブロードキャス
トするステップを含み、前記第２記憶空間に格納されている現在のブロードキャスト・デ
ータにおける各データ行の、前記第１テキストにおける、位置が、前記データ行の段落番
号を含み、
　前記次のブロードキャスト・データ片を前記第１テキストから取り込むステップが、
　前記指定ブロードキャストの指示を受けたことに応答して、前記現在のブロードキャス
ト・データにおいて現在ブロードキャストされている位置を、前記現在のブロードキャス
トの進展として判定するステップと、
　前記現在のブロードキャストの進展および前記第２記憶空間に格納されている現在のブ
ロードキャスト・データについての関連情報に基づいて、前記現在のブロードキャスト・
データにおける現在のブロードキャストの進展に対応するデータ行に対応する前記第１テ
キストにおけるテキスト行の段落番号を、現在のブロードキャスト段落番号として決定す
るステップと、
　前記直前の段落をブロードキャストすることを指定する前記ブロードキャスト様式に基
づいて、前記現在のブロードキャスト段落番号から１を差し引いた値を、ブロードキャス
トされる段落番号として使用する、または前記直後の段落をブロードキャストすることを
指定する前記ブロードキャスト様式に基づいて、前記現在のブロードキャスト段落番号に
１を加算した値を、ブロードキャストされる段落番号として使用するステップと、
　前記次のブロードキャスト・データ片として、前記第１テキストから前記ブロードキャ
ストされる段落番号に対応する段落を取り込むステップと、
　を含む、方法。
【請求項１３】
　請求項８に記載の方法において、前記次のブロードキャスト・データ片についての関連
情報を計算し、前記第２記憶空間に対応して格納するステップが、
　前記第１テキストにおける次のブロードキャスト・データ片に位置的に対応する、前記
対応データにおける各データ行の位置を、前記第２記憶空間に格納するステップと、
　前記対応データにおける各データ行に対して、前記対応データにおける分画比率を計算
し、これを第２記憶空間に格納するステップと、
　を含む、方法。
【請求項１４】
　請求項１に記載の方法であって、更に、
　タッチスクリーン上の操作を検出したことに応答して、前記指定ブロードキャストの指
示を生成するステップを含む、方法。
【請求項１５】
　請求項２に記載の方法において、特定のテキスト行型式について、前記特定のテキスト
行型式を表す特定型式識別子を格納し、前記特定型式識別子に基づいて、ブロードキャス
トの間にユーザに指示メッセージを与える、方法。
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【請求項１６】
　請求項１５に記載の方法において、前記特定のテキスト行型式が、
　第１テキスト行型式であって、テキスト・サイズに基づいて決定される、第１テキスト
行型式と、
　第２テキスト行型式であって、テキスト行定義に基づいて決定される、第２テキスト行
型式と、
　の内少なくとも１つを含む、方法。
【請求項１７】
　電子回路であって、
　請求項１～１６のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成された回路を備える
、電子回路。
【請求項１８】
　読み上げデバイスであって、
　請求項１７に記載の電子回路と、
　テキスト・データをブロードキャストするように構成された回路と、
を備える、読み上げデバイス。
【請求項１９】
　電子デバイスであって、
　プロセッサと、
　プログラムを格納するメモリであって、前記プログラムが命令を含み、前記プロセッサ
によって前記命令が実行されると、請求項１～１６のいずれか一項に記載の方法を前記電
子デバイスに実行させる、メモリと、
を備える、電子デバイス。
【請求項２０】
　プログラムを格納する非一時的コンピュータ読み取り可能記憶媒体であって、前記プロ
グラムが命令を含み、電子デバイスのプロセッサによって前記命令が実行されると、請求
項１～１６のいずれか一項に記載の方法を前記電子デバイスに実行させる、非一時的コン
ピュータ読み取り可能記憶媒体。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、画像処理およびテキスト・ブロードキャスト技術の分野に関し、更に特定す
れば、画像テキスト・ブロードキャスト方法およびデバイス、電子回路、ならびに記憶媒
体に関する。
【従来技術】
【０００２】
　近年、画像処理およびブロードキャスト技術が種々の分野において広く使用されつつあ
り、画像テキストのブロードキャスト技術は、常に産業界における注目の１つとなってい
る。
【０００３】
　この章において説明する方法は、必ずしも、以前に着想または採用された方法とは限ら
ない。特に指示がないならば、この章において説明する方法はいずれも、単にその方法が
この章に含まれるために、先行技術と見なされると仮定してはならない。同様に、この章
において言及される問題は、特に指示がないならば、いずれかの先行技術において認識さ
れていると見なしてはならない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本開示の一態様によれば、画像テキスト・ブロードキャスト方法を提供する。この方法
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は、指定ブロードキャストの指示を受けるステップと、この指定ブロードキャストの指示
に応答して、ブロードキャスト・データに関する現在のブロードキャストの進展を判定す
るステップと、現在のブロードキャストの進展および指定ブロードキャストの指示にした
がって、第１テキストから次のブロードキャスト・データ片を取り込むステップであって
、第１テキストが、画像のテキスト・エリアにおけるテキストに対して認識および格納さ
れたテキスト・データで構成される、ステップとを含む。
【０００５】
　本開示の一態様によれば、画像テキスト・ブロードキャスト・デバイスを提供する。こ
のデバイスは、指定ブロードキャストの指示を受けるように構成された受信装置と、指定
ブロードキャストの指示に応答して、ブロードキャスト・データに関する現在のブロード
キャストの進展を判定するように構成されたブロードキャスト装置と、現在のブロードキ
ャストの進展および指定ブロードキャストの指示にしたがって、ブロードキャスト装置に
よるブロードキャストのために、第１テキストから次のブロードキャスト・データ片を取
り込むように構成されたプロセッサであって、第１テキストが、画像のテキスト・エリア
におけるテキストに対して文字認識装置によって認識および格納されたテキスト・データ
で構成される、プロセッサとを含む。
【０００６】
　本開示の他の態様によれば、以上に記載した方法のステップを実行するように構成され
た回路を含む電子回路を提供する。
　本開示の他の態様によれば、以上に記載した電子回路と、テキスト・データをブロード
キャストするように構成された回路とを含む読み上げデバイスを更に提供する。
【０００７】
　本開示の他の態様によれば、プロセッサと、プログラムを格納するメモリとを含む電子
デバイスを提供する。プログラムは、命令を含み、プロセッサによって命令が実行される
と、本開示による方法を電子デバイスに実行させる。
【０００８】
　本開示の他の態様によれば、プログラムを格納する非一時的コンピュータ読み取り可能
記憶媒体を提供する。プログラムは、命令を含み、電子デバイスのプロセッサによって命
令が実行されると、本開示による方法を電子デバイスに実行させる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　図面は、実施形態を例示的に図示し、本明細書の一部を構成するが、本明細書の本文の
記載と共に、実施形態の例示的な実施態様を説明する役割を果たす。図示する実施形態は
、例示を目的とするに過ぎず、請求項の範囲を限定するのではない。図面全体を通じて、
同じ参照符号は、同様であるが必ずしも同一ではないエレメントを示す。
【図１】図１は、本開示の例示的実施形態による画像テキスト・ブロードキャスト方法を
示すフローチャートである。
【図２】図２は、テキスト・エリアを含み、テキスト・エリアが複数のテキスト行を含む
例示的な画像を示す。
【図３Ａ】図３Ａ、図３Ｂ、および図３Ｃは、本開示の他の例示的実施形態にしたがって
、関連情報(association information)を判定する方法およびプロセスを示す。
【図３Ｂ】図３Ａ、図３Ｂ、および図３Ｃは、本開示の他の例示的実施形態にしたがって
、関連情報(association information)を判定する方法およびプロセスを示す。
【図３Ｃ】図３Ａ、図３Ｂ、および図３Ｃは、本開示の他の例示的実施形態にしたがって
、関連情報(association information)を判定する方法およびプロセスを示す。
【図４】図４は、本開示の他の例示的実施形態による画像テキスト・ブロードキャスト方
法を示すフローチャートである。
【図５Ａ】図５Ａは、本開示の例示的実施形態にしたがって、ブロードキャスト・データ
を準備するプロセスを示し、図５Ｂは、本開示の例示的実施形態による順次ブロードキャ
ストのプロセス例を示す。
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【図５Ｂ】図５Ａは、本開示の例示的実施形態にしたがって、ブロードキャスト・データ
を準備するプロセスを示し、図５Ｂは、本開示の例示的実施形態による順次ブロードキャ
ストのプロセス例を示す。
【図６】図６は、本開示の他の例示的実施形態による画像テキスト・ブロードキャスト方
法を示すフローチャートである。
【図７Ａ】図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃ、および図７Ｄは、本開示の例示的実施形態にしたが
って、ブロードキャスト・データを格納し、関連情報を判定するプロセスを示す。
【図７Ｂ】図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃ、および図７Ｄは、本開示の例示的実施形態にしたが
って、ブロードキャスト・データを格納し、関連情報を判定するプロセスを示す。
【図７Ｃ】図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃ、および図７Ｄは、本開示の例示的実施形態にしたが
って、ブロードキャスト・データを格納し、関連情報を判定するプロセスを示す。
【図７Ｄ】図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃ、および図７Ｄは、本開示の例示的実施形態にしたが
って、ブロードキャスト・データを格納し、関連情報を判定するプロセスを示す。
【図８】図８は、本開示の例示的実施形態にしたがって指定ブロードキャスト・データを
準備するフローチャートである。
【図９】図９は、本開示の例示的実施形態による指定ブロードキャストの指示の例示的な
形態を示す模式図である。
【図１０】図１０は、本開示の例示的実施形態にしたがって、指定ブロードキャストの指
示に応答して、指定ブロードキャスト・データを準備するときのフローチャートである。
【図１１】図１１は、本開示の例示的実施形態にしたがって、指定ブロードキャストの指
示に応答して、指定ブロードキャスト・データを準備するときのフローチャートである。
【図１２】図１２は、本開示の例示的実施形態にしたがって、指定ブロードキャストの指
示に応答して、指定ブロードキャスト・データを準備するときのフローチャートである。
【図１３】図１３は、本開示の例示的実施形態にしたがって、指定ブロードキャストの指
示に応答して、指定ブロードキャスト・データを準備するときのフローチャートである。
【図１４Ａ】図１４Ａ、図１４Ｂ、および図１４Ｃは、本開示の例示的実施形態にしたが
って、指定ブロードキャストの指示に応答して、次のブロードキャスト・データ片につい
ての関連情報を構築し、関連情報を第２記憶空間に格納する方法およびプロセスを示す。
【図１４Ｂ】図１４Ａ、図１４Ｂ、および図１４Ｃは、本開示の例示的実施形態にしたが
って、指定ブロードキャストの指示に応答して、次のブロードキャスト・データ片につい
ての関連情報を構築し、関連情報を第２記憶空間に格納する方法およびプロセスを示す。
【図１４Ｃ】図１４Ａ、図１４Ｂ、および図１４Ｃは、本開示の例示的実施形態にしたが
って、指定ブロードキャストの指示に応答して、次のブロードキャスト・データ片につい
ての関連情報を構築し、関連情報を第２記憶空間に格納する方法およびプロセスを示す。
【図１５】図１５は、本開示の他の例示的実施形態による画像テキスト・ブロードキャス
ト方法を示すフローチャートである。
【図１６】図１６は、本開示の例示的実施形態による画像テキスト・ブロードキャスト・
デバイスを示すブロック図である。
【図１７】図１７は、本開示の例示的実施形態による電子デバイスを示すブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本開示において、別段記載がなければ、種々のエレメントについて説明する際に使用さ
れる「第１」(first)、「第２」(second)等の用語は、これらのエレメントの位置的関係
、時間的関係、重要性の関係のいずれであっても、限定することを意図するのではなく、
単にコンポーネント間で区別することを意図するに過ぎない。ある例では、第１エレメン
トおよび第２エレメントがエレメントの同じ実例(instance)を指す場合もあり、場合によ
っては、前後関係の記載に基づいて、第１エレメントおよび第２エレメントが異なる実例
を指すこともある。
【００１１】



(8) JP 2021-129299 A 2021.9.2

10

20

30

40

50

　本開示において種々の例の説明に使用する用語は、単に特定の例を説明することを目的
とするに過ぎず、限定することを意図するのではない。エレメントの数が具体的に定めら
れていない場合、文脈において特に明示的に示されていないならば、１つ以上のエレメン
トがあってもよい。更に、本開示において使用する「および／または」という用語は、列
挙される項目の内任意のもの、およびそれらの全ての可能な組み合わせも包含するものと
する。
【００１２】
　文字認識に関する画像処理技術は種々の分野において広く使用されているが、画像テキ
スト・ブロードキャストには未だいくつかの課題がある。
　例えば、ユーザ（例えば、視覚障害があるユーザおよび聴覚障害があるユーザ）が、ブ
ロードキャスト・プロセスにおいて以前のコンテンツの一部を聞き返さなければならない
場合がある。電子書籍の場面(ebook scene)および音声ブロードキャストの場面(audio br
oadcast scene)では順方向および逆方向ブロードキャスト機能がサポートされているが、
テキスト－音声化（ＴＴＳ：text-to-speech）ブロードキャストの場面では現在順方向お
よび逆方向音声ブロードキャスト機能がサポートされていない。ＴＴＳは、音声合成用途
の一種であり、格納されているテキスト・データを自然音声出力に変換することができ、
その音声ブロードキャスト機能は、ユーザに多くの利便性を伝える(bring)。しかしなが
ら、ＴＴＳの音声ブロードキャストは瞬時的であり、検出および認識の直後にブロードキ
ャストし、順方向および逆方向ブロードキャストをサポートすることができない。
【００１３】
　加えて、本開示では、ブロードキャストは、ＴＴＳのような音声ブロードキャストに限
定されるのではなく、視覚障害があるユーザおよび、聾唖者のような、聴覚障害があるユ
ーザのための振動ブロードキャスト等のより多くの種類のブロードキャスト機能をサポー
トすることができる。
【００１４】
　本開示は、画像テキスト・ブロードキャスト方法を提供する。図１は、本開示の例示的
実施形態による画像テキスト・ブロードキャスト方法を示すフローチャートである。
　本開示において、テキスト行(text line)とは、隣接文字空間が閾値空間未満である一
連の文字、即ち、文字の連続行を指す。隣接文字空間(adjacent character spacing)とは
、隣接する文字の対応する位置の座標間の距離、例えば、隣接する文字の左上角の座標間
の距離、隣接する文字の右下角の座標間の距離、または隣接する文字の重心座標間の距離
を指す。隣接文字空間が閾値空間以下のとき、隣接する文字は連続であると見なすことが
でき、これらを同じテキスト行に分割することができる。隣接文字空間が閾値空間よりも
広いとき、隣接する文字は不連続であると見なすことができ（例えば、これらは異なる段
落に属す、または左および右の列にそれぞれ属す場合もある）、これらを異なるテキスト
行に分割することができる。閾値空間は、文字サイズに応じて設定することができる。例
えば、フォント・サイズが１４ポイントよりも大きい（１６ポイントまたは２２ポイント
のようなフォント・サイズ）隣接文字に対して設定される閾値空間は、フォント・サイズ
が１４ポイント未満である（１２ポイントまたは１０．５ポイントのようなフォント・サ
イズ）隣接文字に対して設定される閾値空間よりも広いのはもっともである。
【００１５】
　実例をあげると、図２に示す画像はテキスト・エリアを含む。このテキスト・エリアは
１２のテキスト行（行１～１２におけるテキスト）を含み、１２のテキスト行が２つのセ
クション（「セクション」とは、ここでは、段落または自然な章(natural section)を指
す場合もある）に分割され、第１セクションは５行を有し、第２セクションは７行を有す
る。尚、画像は、１つのテキスト・エリアのみを有することに限定されず、複数のテキス
ト・エリアを有してもよく、本開示における画像テキスト・ブロードキャスト方法を使用
することによって、画像における各テキスト・エリアを処理できることは、理解できよう
。
【００１６】
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　図１に示すように、本開示の例示的実施形態による画像テキスト・ブロードキャスト方
法は、以下のブロックを含む。
　画像のテキスト・エリアにおいて認識しようとするテキスト行上で文字認識を実行して
テキスト・データを得る（ブロックＳ１０１）。
【００１７】
　テキスト・データを第１記憶空間に、テキスト・エリアの第１テキストにおけるデータ
行(line of data)として格納する（ブロックＳ１０２）。　
　ブロードキャスト・データを第３記憶空間に格納する（ブロックＳ１０３）。
【００１８】
　ブロードキャスト・データについての関連情報を第２記憶空間に格納する（ブロックＳ
１０４）。関連情報は、第３記憶空間におけるブロードキャスト・データを、第１記憶空
間における第１テキスト内の対応データに、位置的に対応させるために使用される。
【００１９】
　ブロックＳ１０１において、テキスト・データを得るために、画像のテキスト・エリア
において認識しようとするテキスト行上で文字認識を実行する。
　ある実施形態によれば、先に説明したように、画像は１つ以上のテキスト・エリアを含
んでもよい。各テキスト・エリアは、少なくとも２つの文字行（少なくとも２つのテキス
ト行）を含めばよく、文字は、例えば、種々の形態（種々の文字、数字(digit)等を含む
）を取ることができる。テキスト・エリアに加えて、画像は更に写真等を含んでもよい。
【００２０】
　ある実施形態によれば、画像は、予め選別された画像、例えば、複数の撮影された画像
から選択された比較的鮮鋭な画像であってもよい。
　ある実施形態によれば、画像は、カメラによってキャプチャされた画像、またはカメラ
によってキャプチャされた画像に基づいて前処理された画像であってもよい。前処理は、
例えば、ノイズ除去、コントラスト強調、解像度処理、中間階調処理、ぼけ除去等を含む
ことができる。
【００２１】
　ある実施形態によれば、カメラは、例えば、ユーザのウェアラブル・デバイスまたはめ
がねのようなデバイス上に配置されてもよい。
　ここでは、画像をキャプチャするカメラは、静止画または動画キャプチャを実行するこ
とができる。カメラは、独立したデバイス（カメラ、ビデオ・カメラ、カメラ・レンズ等
のようなデバイス）であってもよく、または種々の電子デバイス（移動体電話機、コンピ
ュータ、パーソナル・ディジタル・アシスタント、ブロードキャスト装置、タブレット・
コンピュータ、読み取り補助デバイス、ウェアラブル・デバイス等のような電子デバイス
）に含まれてもよい。
【００２２】
　ある実施形態によれば、文字認識は、例えば、光学文字認識ＯＣＲ方法によって、テキ
スト行のテキスト・データを得るように、テキスト行上で実行することができる。
　ある実施形態によれば、画像取り込みの後で文字認識の前に、テキスト行検出を実行す
ることができる。
【００２３】
　ある実施形態によれば、テキスト・エリアにおいて認識しようとする各テキスト行を順
次検出および認識して、テキスト行のテキスト・データを得ることができる。
　図２に示す画像を例として取り上げると、第１テキスト行上で文字認識を実行し、第１
テキスト行のテキスト・データ
【００２４】
【数１】

【００２５】
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（［「次のＶＰＵ」、即ち、「次の映像処理ユニット」。］を意味する中国語文字）を得
ることができる。次いで、後続のテキスト行上で順次文字認識を実行して、対応するテキ
スト・データを得ることができる。
【００２６】
　尚、検出および認識は、テキスト・エリアの最初の行から開始する必要はなく、他の行
からでもよいことは理解できよう。
　ブロックＳ１０２において、テキスト・データを、テキスト・エリアの第１テキストに
おけるデータ行として、第１記憶空間に格納する。認識したテキスト・データは、第１記
憶空間内にある各テキスト・データ行が、テキスト・エリアにおける各テキスト行と１対
１の対応となるように、行毎に第１記憶空間に格納することができる。
【００２７】
　ある実施形態によれば、テキスト行から認識したテキスト・データは、第１記憶空間に
格納することができ、格納中の第１テキストにおけるデータ行として格納することができ
る。例えば、認識したテキスト・データは、画像のテキスト・エリアにおける表示様式(p
resentation form)にしたがって、行単位に格納してもよい。例えば、テキスト・エリア
におけるテキスト行から認識したテキスト・データを第１記憶空間に格納するとき、後続
の処理をし易くするために、データ行としても格納する。
【００２８】
　本開示では、テキスト・エリアに対して認識された各テキスト行のテキスト・データは
、第１記憶空間に、第１テキストのデータ行として格納することができる。これによって
、第１テキストにおける各データ行は、テキスト・エリアにおける各テキスト行に対応す
る。
【００２９】
　説明し易くするために、ブロックＳ１０１およびＳ１０２を、異なるステップとして別
々に説明する。他の例では、ブロックＳ１０１およびＳ１０２を同じステップに入れても
よい。
【００３０】
　ブロックＳ１０３において、ブロードキャスト・データを第３記憶空間に格納する。
　ある実施形態によれば、第３記憶空間はブロードキャスト・データを格納するように構
成される。第３記憶空間におけるブロードキャスト・データは、順次ブロードキャストを
サポートするブロードキャスト・データであってもよく、または指定ブロードキャストを
サポートするブロードキャスト・データであってもよい。ここでは、ブロードキャスト・
データは、第３記憶空間において、必ずしも元の行形態で格納されなくてもよく、行単位
に格納されなくてもよく、または行単位で格納されてもよい。これは、本開示において限
定されることではない。
【００３１】
　加えて、第３記憶空間におけるブロードキャスト・データの格納期間について、種々の
処理方法があるのはもっともである。例えば、各ブロードキャスト・データ片を比較的長
い時間格納する場合もあり、ブロードキャスト・データの保全性をブロードキャスト期間
全体にわたって維持することができるように、ブロードキャストした後にも、ブロードキ
ャスト・データを保持する場合もある。あるいは、記憶空間を節約するために、ブロード
キャストした後には、ブロードキャスト・データを除去または保護する(cover)場合もあ
る。
【００３２】
　ブロックＳ１０４において、ブロードキャスト・データについての関連情報を第２記憶
空間に格納する。
　ある実施形態によれば、関連情報は、第３記憶空間におけるブロードキャスト・データ
を、第１記憶空間における第１テキスト内の対応データと、位置的に対応させるために使
用される。
【００３３】
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　ここでは、第１テキストにおける対応データに位置的に対応するブロードキャスト・デ
ータは、ブロードキャスト・データと第１テキストにおける対応データとの間に、位置的
な対応があることを示すことができる。例えば、ブロードキャスト・データが対応データ
と同じであるとき、第１テキストにおける対応データの位置は、第１テキストにおけるブ
ロードキャスト・データの位置となる。勿論、ブロードキャスト・データが対応データと
は異なる場合もあり、データ管理および検索をし易くするために、関連情報によって、ブ
ロードキャスト・データと対応データとの間の位置的対応を確立することができる。
【００３４】
　先に説明したように、この段階では、ＴＴＳブロードキャストは、電子書籍または音声
ブロードキャストの場面におけるような順方向および逆方向機能をサポートしていない。
本開示では、関連情報において、第３記憶空間におけるブロードキャスト・データを第１
記憶空間における第１テキスト内の対応データに、位置的に対応させるように、第２記憶
空間を設け、関連情報をこの記憶空間に格納することによって、ＴＴＳブロードキャスト
の順方向および逆方向機能を実現することが可能になる。即ち、先のブロックＳ１０１か
らＳ１０４では、ＴＴＳブロードキャストの順方向および逆方向機能をサポートするため
の十分な準備を行う。
【００３５】
　尚、図１は先に述べた格納ステップを例示的に示すが、本開示は、図面に示すステップ
の実行順序には限定されないことは、理解できよう。例えば、特に後続のブロードキャス
トの間、本開示における格納およびブロードキャストは、並列に実行される動作であって
もよく、多くの場合、時系列および具体的な実行順序は求められず、実際の状況にしたが
って柔軟に処理することができる。
【００３６】
　ある実施形態によれば、前述の第１、第２、および第３記憶空間は、異なるデータの格
納を区別するために命名された記憶エリアである。実際には、これらの記憶空間は、同じ
記憶装置（例えば、メモリ）内にあってもよく、またはそれぞれ異なる記憶装置内にあっ
てもよく、またはこれらの記憶空間の内２つが同じ記憶装置にあり、他の記憶空間が離れ
て他の記憶装置にあってもよい。加えて、データの格納に関して、異なる名称を有する３
つの名称付き記憶空間となっているが、データを格納するために、（同じ記憶装置におけ
る、または同じ記憶装置でない）３つの異なる記憶エリアを使用する必要はない。
【００３７】
　ある実施形態によれば、ブロードキャスト・データについての関連情報は、少なくとも
、ブロードキャスト・データに位置的に対応する対応データにおける各データ行の、第１
テキストにおける、位置、および対応データにおける各データ行の対応データに対する分
画比率(cutoff proportion)を含むことができる。
【００３８】
　ここで、対応データにおける各データ行の対応データに対する分画比率は、対応データ
における開始データ行から当該データ行までの文字数の、対応データの総文字数に対する
比率に基づいて決定される。
【００３９】
　ある実施形態によれば、対応データにおける各データ行の、第１テキストにおける、位
置は、そのデータ行の行番号、段落番号等を含むことができる。例えば、「００＊」のよ
うな値を、データ行の行番号を表すために使用してもよい。例えば、「００２」は、第１
テキストにおいて、そのデータ行は２行目にあることを示すことができる。段落番号も同
様に表すことができる。本開示では、位置を表す他の方法も含まれるが、ここでは繰り返
し説明しない。
【００４０】
　理解および説明をし易くするために、ここでは、ブロードキャスト・データが対応デー
タと同じであり、前述のように、位置を表すために行番号を使用すると仮定し、更に、対
応データおよびブロードキャスト・データは、図３Ａに示すテキスト・エリアにおける第
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２、第３、および第４テキスト行（矩形のボックスで記した３つの行。これらはブロード
キャスト・データにおける第１、第２、および第３行のデータとして使用される）のテキ
スト・データを含むと仮定する。
【００４１】
　１つのテキスト行における文字数は、そのテキスト行における文字数を表すことができ
る。中国語の文字は２文字に等しく、英字、数字（または数字記号(digit symbol））、
または句読点は１文字に等しいと仮定すると、例えば、データ行における文字数は、
　データ行における文字数＝行における中国語文字数×２＋行における英字数＋行におけ
る数字記号の数＋行における句読点の数
として決定することができる。
【００４２】
　尚、データ行における文字数を計算するためには、他の方法も使用でき、本開示は、こ
こで説明する実例としての方法に限定されるのではないことは、注記してしかるべきであ
る。
【００４３】
　例えば、図３Ａの第１行におけるテキスト・データ
【００４４】
【数２】

 
【００４５】
（［「次のＶＰＵ」、即ち、「次の映像処理ユニット」。］を意味する中国語文字）にお
ける文字数は、２０である。具体的には、７×２（７つの中国語文字）＋６（６つの句読
点）＝２０（文字）となる。
【００４６】
　文字数を計算するために以上の方法を使用することによって、対応データ（即ち、ブロ
ードキャスト・データ）の３つのデータ行における文字数　は、それぞれ、２６、３０、
および２５となると判定することができる。次いで、対応データの総文字数は、２６＋３
０＋２５＝８１となる。
【００４７】
　次いで、対応データにおける各データ行の分画比率を、次のように計算することができ
る。
　対応データにおける第１データ行の分画比率は、２６／８１＝３２％となる（テキスト
・エリアにおける第２テキスト行に対応する）。
【００４８】
　対応データにおける第２データ行の分画比率は、（２６＋３０）／８１＝６９％　とな
る。
　対応データにおける第３データ行の分画比率は、（２６＋３０＋２５）／８１＝１００
％となる。
【００４９】
　尚、最後の行の分画比率は、通常１００％になることは理解できよう。つまり、最後の
行の分画比率は、計算せずに、直接１００％と判定することもできる。
　得られた分画比率は、第２記憶空間に、対応する位置（００２、００３、００４）と共
に格納することができ、したがって、第２記憶空間に格納されたブロードキャスト・デー
タについての関連情報を、図３Ｂに示すことができる。
【００５０】
　「分画比率」の意味を説明するために、文字数を使用することによって分画比率を計算
する方法を先に例示した。各データ行の分画比率は、他のパラメータに基づいて決定する
こともできるが、ここでは繰り返し説明しない。
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【００５１】
　加えて、ある実施形態によれば、現在ブロードキャストされているブロードキャスト・
データに位置的に対応する対応データを更に第２記憶空間に格納することもできる。ブロ
ードキャスト・データが対応データと同じである場合、図３Ｃに示すように、ブロードキ
ャスト・データと対応データとの間の対応付けを容易に確立することができ、ブロードキ
ャスト・データの具体的な情報を精度高く得ることができる。
【００５２】
　先に説明したように、第３記憶空間に格納されるブロードキャスト・データは、順次ブ
ロードキャスト（例えば、行毎にブロードキャストされる）をサポートするブロードキャ
スト・データである場合もあり、または指定ブロードキャスト（例えば、順方向および逆
方向機能をサポートするブロードキャスト）をサポートするブロードキャスト・データ、
即ち、指定ブロードキャストに必要なブロードキャスト位置に基づいて編成されたブロー
ドキャスト・データである場合もある。
【００５３】
　ブロードキャスト・データは連続的に更新または変更される場合があるので、本開示で
は、要件にしたがってブロードキャスト・データの編成および格納を実行することができ
る。詳細については、以下で図５Ａを参照して説明する。
【００５４】
　本開示では、順次ブロードキャストおよび指定ブロードキャストの双方をサポートする
ことができる。図４は、本開示の他の例示的実施形態による、指定ブロードキャストをサ
ポートする画像テキスト・ブロードキャスト方法を示すフローチャートである。
【００５５】
　図４に示すように、最初に、ブロックＳ１において、指定ブロードキャストの指示を受
ける。
　指定ブロードキャストの指示は、ユーザがブロードキャスト装置に指定データをブロー
ドキャストする、例えば、指定されたテキスト単位（例えば、直前の数行または直後の数
行）をブロードキャストするように要求することを示すために使用することができる。
【００５６】
　ブロックＳ２において、ブロードキャスト・データに対する現在のブロードキャストの
進展を、指定ブロードキャストの指示に応答して、判定する。
　ユーザがブロードキャスト装置に指定ブロードキャストを実行する（例えば、前の行を
ブロードキャストする）ことを望むとき、ブロードキャスト装置はブロードキャスト・プ
ロセスにあるとして差し支えない。つまり、ユーザが要求する指定データの位置を判定す
るために、ブロードキャスト装置の現在のブロードキャストの進展を最初に判定する必要
がある。
【００５７】
　ブロックＳ３において、現在のブロードキャストの進展および指定ブロードキャストの
指示にしたがって、次のブロードキャスト・データ片を第１テキストから取り込む。
　現在のブロードキャストの進展および指定ブロードキャストの指示に基づいて、次のブ
ロードキャスト・データ片の開始位置を判定することができ、したがって、ユーザが要求
するブロードキャスト・データ（即ち、次のブロードキャスト・データ片）を、テキスト
・データを格納するために使用される第１テキストから取り込むことができる。
【００５８】
　第１テキストは、画像のテキスト・エリアにおけるテキストに対して認識され格納され
たテキスト・データで構成することができる。
　このように、本開示は指定ブロードキャストをサポートすることができる。
【００５９】
　以下では、順次ブロードキャスト・プロセスおよび指定ブロードキャスト・プロセスに
ついて詳しく説明する。
　ある実施形態によれば、図５Ａに示すように、ブロードキャスト・データを第３記憶空
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間に格納するブロックＳ１０３は、ブロックＳ１０３２およびＳ１０３２を含んでもよい
。
【００６０】
　ブロックＳ１０３１において、現在のブロードキャスト・データを第３記憶空間に格納
するとき、新たに認識されたテキスト行のテキスト・データを、第３記憶空間に、順次ブ
ロードキャスト・モードにおける次のブロードキャスト・データ片の少なくとも一部とし
て格納する。　　
【００６１】
　このステップは、順次ブロードキャストにおいて使用されるブロードキャスト・データ
の格納に関係する。本明細書において記述する「現在のブロードキャスト・データ」とは
、「次のブロードキャスト・データ片」の直前にあるブロードキャスト・データのことで
ある。
【００６２】
　順次ブロードキャストは、１行ずつ順次ブロードキャストすることを含む。テキスト・
エリアにおける各テキスト行を行単位で認識および格納するとき、認識されたテキスト・
データは、第１テキストを形成するために、第１記憶空間に格納される。次いで、順次ブ
ロードキャストの間、新たに認識され第１テキストに格納された各テキスト・データ片は
、ブロードキャスト装置によって取り込まれるように、第３記憶空間にも格納することが
できる。ブロードキャスト速度は、大抵の場合、文字認識速度よりも遅いので、少なくと
も１つのテキスト行のテキスト・データを、毎回、ブロードキャスト・データ片として取
り込むことができる。直前のブロードキャスト・データ片のブロードキャストが完了した
後、または完了しようとするとき、ブロードキャスト装置は、ブロードキャスト・データ
を都合よく時間内に取り込めるように、第３記憶空間からブロードキャスト・データを取
り込み続ける。
【００６３】
　ある実施形態によれば、新たに認識された各テキスト行のテキスト・データは、最初に
第１テキストに格納され、次いで順次第１テキストから一括して得られ、状況に応じて第
３記憶空間に格納することができ、第３記憶空間に格納されたテキスト・データの各一纏
まり(batch)は、ブロードキャストのためのブロードキャスト・データ片として使用する
ことができる。
【００６４】
　新たに認識された各テキスト行のテキスト・データが行毎に認識されて順次格納される
か、または新たに認識されたテキスト行のテキスト・データが一括で格納されるかには関
係なく、新たに認識されたテキスト行のテキスト・データは、次のブロードキャスト・デ
ータ片を形成するように、認識の進展と共に、第３記憶空間に格納され、これによってブ
ロードキャスト・データを順次ブロードキャスト・モードで更新し続ける。
【００６５】
　ある実施形態によれば、第３記憶空間に格納を行う毎に、これに応答して、第２記憶空
間に格納された次のブロードキャスト・データ片についての関連情報が構築され、および
／または更新される。
【００６６】
　第３記憶空間において格納が行われる毎に、格納されているブロードキャスト・データ
が変化する。尚、以上のことから、現ブロードキャスト・データには影響を及ぼさず、次
のブロードキャスト・データ片には影響を及ぼすように、新たに格納されたテキスト・デ
ータは、次のブロードキャスト・データ片の一部として、またはブロードキャスト・デー
タ全体として、使用されることが分かる。
【００６７】
　ブロードキャスト装置のブロードキャスト・ステータスは、大抵の場合、ブロードキャ
ストの進展によって判定される。例えば、現在のブロードキャスト・データのブロードキ
ャストが完了したか、次のブロードキャスト・データ片をブロードキャストするのはいつ
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か等によって、ブロードキャスト・ステータスが判定される。したがって、第３記憶空間
に格納されているブロードキャスト・データについては、ブロードキャスト装置が次のブ
ロードキャスト・データ要求を能動的に開始し、次のブロードキャスト・データ要求に応
答して、第１テキストから次のブロードキャスト・データ片を取り込む準備を開始する場
合、認識されたが未だブロードキャストされていない全てのテキスト・データを、次のブ
ロードキャスト・データ片として、第３記憶空間に格納することができる。これに応答し
て、次のブロードキャスト・データ片についての関連情報を更新せずに、次のブロードキ
ャスト・データ片についての関連情報を構築することができる。即ち、次のブロードキャ
スト・データ片の格納、および次のブロードキャスト・データ片についての関連情報の構
築は、一度だけ実行すればよい。つまり、処理リソースを節約できる。しかしながら、こ
のために、ブロードキャスト速度が遅くなる事態を招くおそれがある。何故なら、次のブ
ロードキャスト・データ片の目下の取得および格納、ならびに関連情報の目下の構築を待
つ必要があるからである。
【００６８】
　新たに認識された各テキスト行のテキスト・データを第３記憶空間に格納する方法では
、ブロードキャスト装置が次のブロードキャスト・データ片を取り込む前に、新たに認識
された各テキスト行のテキスト・データを連続的に格納する必要がある。更に、各格納に
応答して、次のブロードキャスト・データ片の一部または次のブロードキャスト・データ
片全体として使用されるテキスト・データについての関連情報を更新することも必要であ
る（何故なら、ブロードキャスト装置が次のブロードキャスト・データ片を取り込むとき
には決定されていないからである）。この方法は、先の方法よりも多くの処理リソースを
必要とするが、ブロードキャスト速度を加速することができる。何故なら、ブロードキャ
スト・データの目下の取得および格納、ならびに関連情報の目下の構築を待つ必要がない
からである。
【００６９】
　関連情報の構築について、図３Ａ、図３Ｂ、および図３Ｃを参照しながら説明し、関連
情報の更新について、図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃ、および図７Ｄを参照しながら以下で説明
する。
【００７０】
　ある実施形態によれば、テキスト・エリアにおいて認識しようとする第１テキスト行上
において文字認識を実行することによって得られたテキスト・データは、第１テキスト行
のテキスト・データを素早くブロードキャストできるように、ブロードキャスト・データ
片として別々に取り込む(taken)ことができ、これによってブロードキャストの応答速度
を高め、ユーザ体験を改善することができる。図５Ｂに示すように、テキスト・エリアに
おける第１テキスト行は、ブロードキャスト・データ片として別々に格納される。
【００７１】
　ここで、「認識しようとする第１テキスト行」とは、テキスト・エリア全体における最
初のテキスト行であってもよく、またはテキスト・エリア全体における最初のテキスト行
ではなく、テキスト・エリア全体のいくつかの行（行の一部）において認識する最初のテ
キスト行であってもよい。
【００７２】
　認識された最初のデータ行は、後続のテキスト行の認識および格納を待つ必要がないよ
うに、別々にブロードキャストするためのブロードキャスト・データ片として使用される
。このため、ブロードキャスト待ち時間は大幅に短縮され、ブロードキャスト速度は事実
上高くなり、対象の最初のテキスト行のブロードキャスト速度は、ブロードキャスト装置
の性能を示すのに役立つ。
【００７３】
　ある実施形態によれば、図６に示すように、本開示による画像テキスト・ブロードキャ
スト方法は、更に、テキスト・エリア内に次に認識すべきテキスト行があるか否か判定す
るステップ（ブロックＳ１１０）を含むことができ、ある場合、ブロックＳ１０１を実行
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し、ブロックＳ１０１における文字認識動作を、次に認識すべきテキスト行上で実行し、
テキスト・エリアにおいて認識すべきテキスト行が全て認識され第１記憶空間に格納され
るまで、ブロックＳ１０２における動作を順次実行し続けることができる。認識すべきテ
キスト・テキスト行がなくなった場合、テキスト・エリアに対する文字認識を終了するこ
とができる。
【００７４】
　ブロックＳ１１０は、ブロックＳ１０２の後に実行するのがもっともであるが、ブロッ
クＳ１０３またはブロックＳ１０４の後に実行してもよい。本開示では、必要とされる機
能を完了することができる限り、ステップの実行順序には限定はない。
【００７５】
　理解し易くするために、図５Ｂは、認識、格納、およびブロードキャストのプロセス例
を順次示す。
　本開示では、一例として、テキスト・エリア内のテキストを順次ブロードキャストする
ことができるように、テキスト・データを順次認識および格納しつつ、現在格納されてい
るテキスト・データを、その格納された順序で、ブロードキャストすることができるとす
る。例えば、テキスト・エリアにおけるテキストが行形態で配列されているとき、テキス
ト・データを行単位で検出および認識し、認識された各テキスト・データを順次格納しつ
つ、現在格納されている各テキスト・データ行を、格納された順序で、ブロードキャスト
することができる。
【００７６】
　簡潔にするために、図２とは異なる図５Ｂにおいて、テキスト・エリアが５つのテキス
ト行だけを有すると仮定する。５つのテキスト行を行毎に認識し、得られたテキスト・デ
ータを第１記憶空間に行単位で格納し、第１テキストにおける各データ行を順次形成する
。更に、順次ブロードキャストのために、ブロードキャスト・データ（図５Ｂでは、３つ
のブロードキャスト・データ片を示す）を第３記憶空間に格納する。図５Ｂは、第２記憶
空間、およびその中に格納される関連情報を示さない。何故なら、第２記憶空間およびそ
の中に格納される関連情報は、第１記憶空間と第３記憶空間との間の位置的対応の関連関
係を確立するために使用され、ブロードキャストには直接使用されないからである。
【００７７】
　以下では、例示的な詳細について、図５Ｂを参照しながら説明する。例えば、図５Ｂに
示すテキスト・エリアについて、第１テキスト行が認識され、認識されたテキスト行のテ
キスト・データが第１ブロードキャスト・データ片として格納された後、ブロードキャス
ト待ち時間を短縮し、ブロードキャスト速度を高めるように、第１ブロードキャスト・デ
ータ片を直ちにブロードキャストすることができる。加えて、第１テキスト行を認識およ
び格納した後、即ち、第１テキスト行のテキスト・データがブロードキャストされている
間、後続のテキスト行を認識および格納することができ、これによって、認識および格納
を行いながらブロードキャストを実行するという有効な技術的効果が得られる。
【００７８】
　第１テキスト行のテキスト・データのブロードキャストが完了した後、第２ブロードキ
ャスト・データ片を続いてブロードキャストすることができる。尚、第２テキスト行およ
び第３テキスト行は、第１テキスト行のテキスト・データをブロードキャストするプロセ
スの間に認識および格納され、第２ブロードキャスト・データ片は第２テキスト行および
第３テキスト行を含むと仮定する。つまり、第２ブロードキャスト・データ片のブロード
キャストは、意味的な結束性および文脈(semantic cohesion and context)を有し、関連
技術における単語毎または行毎のブロードキャストの間に起こる、ぎこちなく機械的な合
間(rigid and mechanical gaps)または途切れを克服する。
【００７９】
　加えて、第２ブロードキャスト・データ片をブロードキャストするプロセスでは、認識
および格納動作は、後続のテキスト行上で行われることによって、認識および格納を行い
ながらブロードキャストを実行するという有効な技術的効果を得ることができる。
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【００８０】
　第２ブロードキャスト・データ片をブロードキャストした後、第３ブロードキャスト・
データ片（例えば、第４テキスト行および第５テキスト行を含む）を引き続きブロードキ
ャストすることができる。このサイクルは、テキスト・エリア全体のテキスト行のブロー
ドキャストが完了し、テキスト・エリアの順次ブロードキャスト・プロセスが完了するま
で繰り返される。
【００８１】
　本開示では、多重行のブロードキャストをし易くするために、テキスト・データを組み
継ぎして(splice)格納する。認識および格納速度がブロードキャスト速度よりも速い場合
、１つの行のブロードキャストの間に、複数の行が認識および格納されているのはもっと
もである。したがって、認識および格納する間にブロードキャストすることによって、ブ
ロードキャスト装置が使用するのに十分なテキスト・データが格納され、ブロードキャス
トの前に全てのテキスト行が認識および格納されるまで待つ必要がなく、ブロードキャス
ト待ち時間を大幅に短縮することができ、ブロードキャスト速度および効率を高めること
ができ、筋が通り流暢なブロードキャストを実現することができるようになる。本開示に
よる方法およびデバイスは、例えば、視覚障害があるユーザ、若年または高齢のユーザ、
失読症のユーザ等が、例えば、テキスト・エリアから読み取り補助デバイスによって自動
的にブロードキャストされる情報を、容易に理解するのを助けることができる。
【００８２】
　尚、図５Ｂには３つのブロードキャスト・データ片全てを示すが、前述のように、各ブ
ロードキャスト・データ片は、ブロードキャストされた後、除去または保護されてもよく
、あるいは比較的長時間保持されてもよいことは注記してしかるべきである。
【００８３】
　本開示では、テキスト・データの一纏まり（少なくとも１つのデータ行）を第３記憶空
間にブロードキャスト・データとして格納することによって、関連技術において単語毎ま
たは行毎のブロードキャストによって生ずる意味的結束性の欠如、支離滅裂、および過剰
な途切れというような問題を克服することができる。ブロードキャスト・データの一纏ま
り（少なくとも１つのテキスト・データ行が組み継ぎされる）は、意味的結束性、一貫性
、および流暢なブロードキャストを可能にし、途切れを減らすことができ、ブロードキャ
スト効果を高めることができる。
【００８４】
　図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃ、および図７Ｄを参照し、具体的な例を用いて、行毎に認識さ
れたテキスト行のテキスト・データを第３記憶空間に順次格納するときに第２記憶空間に
格納される、対応する関連情報の編成(establish)、格納、および更新について説明する
。第３記憶空間における一括格納の場合、対応する関連情報は、複数回の更新を行わずに
、一度に計算することができ、この方が計算および処理が比較的簡単になる。したがって
、第３記憶空間における一括格納の場合の関連情報の計算についての更なる詳細は、別個
には例示しないこととする。
【００８５】
　先に説明したように、関連情報は第２記憶空間に格納され、更に、ブロードキャスト・
データに対応する対応データも第２記憶空間に格納することができる（しかし、必ずしも
そうしなくてもよい）。説明および理解をし易くするために、この例では、ブロードキャ
スト・データは対応データと同一とする。直観的な理解のために、以下では、分画比率の
計算および更新をブロードキャスト・データについて説明する（ブロードキャスト・デー
タは必ずしも行単位で格納されるとは限らないが、ここではブロードキャスト・データは
対応データと同一なので、対応データにおける１つのデータ行は、ブロードキャスト・デ
ータにおける「１つのデータ行」であると見なすことができる）。加えて、説明をし易く
し、理解を容易にするために、図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃ、および図７Ｄは、関連情報と比
較して見られるように、それぞれのテキスト・データ（対応データの一部または全部を構
成する）を示す。しかしながら、前述のように、テキスト・データは必ずしも第２記憶空
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間に格納されているとは限らず、したがって、それがない場合もあることを示すために、
破線のボックスを使用する。
【００８６】
　ところで、ある実施形態によれば、情報の収集および管理をし易くするために、位置お
よび分画比率のような関連情報も第１記憶空間に格納することができる。尚、第１記憶空
間に格納された第１テキストに関係する関連情報は、必ずしも、第２記憶空間に格納され
た関連情報と同じではないことは注記してしかるべきである。何故なら、第２記憶空間に
おける関連情報は、多くの場合、第１テキストにおけるデータの一部に対して計算される
からである。関連情報が第１記憶空間に格納される場合、第１テキストに基づいて関連情
報を計算する必要がある。第１テキストは、テキスト・エリア全体に対して漸次認識され
、最終的に全てのテキスト行のテキスト・データで構成される（あるいは、第１テキスト
全体についての関連情報を、テキスト行の認識と共に、リアル・タイムで計算および更新
し、最終的に得ることもできる）。勿論、関連情報を第１記憶空間に記憶しないことも可
能である。
【００８７】
　この例では、第２記憶空間における関連情報に関係する動作について主に論じたが、第
１および第３記憶空間における対応する動作についても、必要であれば、説明する。
　ここで示す例では、テキスト・エリアにおける第１テキスト行を認識して、第１記憶空
間（図示せず）に格納し、更に、例えば、順次ブロードキャスト中のブロードキャスト（
即ち、他の単語の行との組み継ぎおよび格納を待つ必要がない）のためのブロードキャス
ト・データ片（第１ブロードキャスト・データ片）として、図７Ａに示すように、別個に
第３記憶空間に格納する。
【００８８】
　加えて、テキスト・エリアにおける第１テキスト行を認識することによって得られたテ
キスト・データ（ない場合もある）、ならびに位置（この例では行番号）および分画比率
を含む関連情報を、第２記憶空間に格納する。例えば、格納する情報は次の通りである。
【００８９】
【数３】

【００９０】
（［「次のＶＰＵ」、即ち、「次の映像処理ユニット」。］を意味する中国語文字）、［
００１］、および［１００％］。
　先に説明したように、新たに認識されたテキスト行に対して、その分画比率を直接１０
０％と判定することができる。言い換えると、その分画比率は、計算せずに、直接判定す
ることができる。
【００９１】
　先に説明したように、行のテキスト・データをブロードキャスト・データ片として別個
に格納することもでき、これによってブロードキャストの応答速度を高めることができる
。勿論、これは、後続のテキスト行のテキスト・データと共に、ブロードキャスト・デー
タ片として格納することもできる。
【００９２】
　この場合、第１ブロードキャスト・データ片のブロードキャストを開始することができ
る。
　次いで、第１ブロードキャスト・データ片のブロードキャストの間に、認識すべき次の
テキスト行があるか否か判定することができる（ブロックＳ１１０において）。認識すべ
き次のテキスト行がある（例えば、第２テキスト行）と判定したとき、プロセスはブロッ
クＳ１０１に進み、図７Ｂに示すように、引き続き第２テキスト行を認識し、認識したテ
キスト・データおよびその関連情報を第１記憶空間、第２記憶空間、および第３記憶空間
にそれぞれ格納する。この場合、第２記憶空間に格納される第２テキスト行のテキスト・
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データおよび関連情報は、
【００９３】
【数４】

【００９４】
（［次のＶＰＵはコンピュータ・ビジョン提供専用である］を意味する中国語文字）、［
００２］、および［１００％］。
　第１テキスト行に対応する第１ブロードキャスト・データ片がブロードキャストされて
いるので、第２ブロードキャスト・データ片を準備しており、これは第２テキスト行のテ
キスト・データを含む。
【００９５】
　次いで、ブロックＳ１１０において、認識すべき次のテキスト行があるか否か判定する
。認識すべき次のテキスト行があると判定したとき（例えば、第３テキスト行）、プロセ
スはブロックＳ１０１に進み、引き続き第３テキスト行を認識し、認識したテキスト・デ
ータおよびその関連情報を、第１記憶空間、第２記憶空間、および第３記憶空間にそれぞ
れ格納する。
【００９６】
　第１テキスト行に対応する第１ブロードキャスト・データ片がブロードキャストされて
いるので、第２ブロードキャスト・データ片は未だ準備されている最中である。この場合
、第２ブロードキャスト・データ片は、第２テキスト行および第３テキスト行のテキスト
・データを含み、第２記憶空間に格納されているこれらの分画比率を更新する必要がある
。この場合、テキスト・エリアにおける位置が第２ブロードキャスト・データ片における
第２行であるテキスト・データの分画比率が、以前の１００％から、「第２テキスト行に
おける文字数／（第２テキスト行における文字数＋第３テキスト行における文字数）」、
即ち、２６／５６＝４６％に更新され、第３テキスト行の分画比率は１００％である。
【００９７】
　この場合、図７Ｃに示すように、第２記憶空間に格納されている次のブロードキャスト
・データ片のテキスト・データおよびそれついての関連情報は、次の通りである。
【００９８】

【数５】

【００９９】
（［次のＶＰＵはコンピュータ・ビジョン提供専用である］を意味する中国語文字）、［
００２］、および［４６％］。
【０１００】

【数６】

【０１０１】
（「プロセッサおよびＡＩ応用製品の改革」を意味する中国語文字）、［００３］、およ
び［１００％」。
　次いで、ブロックＳ１０６において、認識すべき次のテキスト行があるか否か判定する
。第４テキスト行のように、認識すべき次のテキスト行があると判定したとき、プロセス
はブロックＳ１０１に進み、引き続き第４テキスト行を認識し、認識したテキスト・デー
タおよびその関連情報を第１、第２、および第３記憶空間にそれぞれ格納する。
【０１０２】
　次いで、第２記憶空間における次のブロードキャスト・データ片についての関連情報を
更新する。最初に、次のブロードキャスト・データ片における総文字数、および対応する
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分画比率を計算する。即ち、テキスト・エリアにおける第２テキスト行、第３テキスト行
、および第４テキスト行内にある文字数を計算する：２６＋３０＋２５＝８１。この場合
、第２テキスト行の分画比率は、（第２テキスト行における文字数／次のブロードキャス
ト・データ片における総文字数）、即ち、２６／８１＝３２％に更新することができ、第
３テキスト行の分画比率は、（（第２テキスト行における文字数＋第３テキスト行におけ
る文字数）／次のブロードキャスト・データ片における総文字数）、即ち、（２６＋３０
）／８１＝６９％に更新することができ、新たに認識された第４テキスト行の分画比率は
、直接１００％と判定することができる。
【０１０３】
　この場合、図７Ｄに示すように、第２記憶空間に格納された次のブロードキャスト・デ
ータ片に対するテキスト・データおよびそれについての関連情報は、次の通りである。
【０１０４】
【数７】

【０１０５】
（［次のＶＰＵはコンピュータ・ビジョン提供専用である］を意味する中国語文字）、［
００２］、および［３２％］、
【０１０６】
【数８】

【０１０７】
（「プロセッサおよびＡＩ応用製品の改革」を意味する中国語文字）、［００３］、およ
び［６９％」、
【０１０８】
【数９】

【０１０９】
（［ロボット、ＵＡＶ、無人のための開発］を意味する中国語文字）、［００４］、およ
び［１００％］。
　この場合、第１ブロードキャスト・データ片のブロードキャストが完了し、第２、第３
、および第４テキスト行のテキスト・データを、ブロードキャスト（順次ブロードキャス
ト）のために、第２ブロードキャスト・データ片として取り込むことができる。
【０１１０】
　第２ブロードキャスト・データ片を順次ブロードキャストするプロセスにおいて、認識
すべき次のテキスト行があるか否か判定する。第５テキスト行のような、認識すべき次の
テキスト行があると判定した場合、次のブロードキャスト・データ片（第３ブロードキャ
スト・データ片）を準備する。
【０１１１】
　以上の説明において、「第３記憶空間への格納を実行する毎に、それに応答して、第２
記憶空間に格納されている次のブロードキャスト・データ片についての関連情報を構築お
よび／または更新するステップ」について、実際の例を用いて詳しく説明する。
【０１１２】
　テキスト・データが、次のブロードキャスト・データ片として、第３記憶空間に一括で
格納される場合、次のブロードキャスト・データ片についての関連情報は、一度計算し、
第２記憶空間に格納するだけでよい。この計算方法は、図３Ａ～図３Ｃならびに図７Ｃお
よび図７Ｄに関係するものと同様であり、ここでは繰り返し説明しない。
【０１１３】
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　加えて、分画比率の計算および更新に関して、分画比率を１回だけ計算すればよく、テ
キスト行のテキスト・データを格納する毎に更新する必要がないように、ブロードキャス
ト装置が次のブロードキャスト・データ片の取得を開始したことに応答して、次のブロー
ドキャスト・データ片の分画比率をリアル・タイムで計算することができる。
【０１１４】
　順次ブロードキャストの間関連情報も計算および／または更新する理由は、ユーザによ
って開始される指定ブロードキャスト動作は多くの場合予測できず、順次ブロードキャス
トの間または指定ブロードキャストの間にいつの時点でも行われる可能性があるからであ
る。したがって、各ブロードキャストにおいて、現在のブロードキャスト位置を認識する
ために、必要とされる関連情報を準備することができる。
【０１１５】
　以上では、画像が１つのテキスト・エリアを含むという例示的な場合について説明した
。画像が複数のデータ・エリアを含む場合には、テキスト・エリアにおける全てのテキス
ト行または対象のテキスト行が認識および格納されるまで、以上の認識および格納動作を
テキスト・エリア毎に実行することができる。
【０１１６】
　ある実施形態によれば、画像が複数のテキスト・エリアを含むとき、複数のテキスト・
エリアのテキスト・データを一緒に格納することができるが、別々に格納してもよく、本
開示ではいずれにも限定されない。
【０１１７】
　第２記憶空間を設けることにより、そして第３記憶空間におけるブロードキャスト・デ
ータと、第１記憶空間における対応データとの位置的対応を、第２記憶空間におけるブロ
ードキャスト・データについての関連情報を使用して、確立することによって、本開示で
は、文字の認識および格納がブロードキャストと並行して行われるとき、ＴＴＳブロード
キャストのような指定ブロードキャストをサポートすることができる。関連技術における
ように、ブロードキャストの前に全てのテキスト行が認識および格納されるのを待つ必要
はない。代わりに、認識および格納が行われている間に、ブロードキャストを実行する。
ブロードキャストは、テキスト・データの認識および格納に影響を及ぼさず、このため、
ブロードキャスト速度を高め、効率的で高速なブロードキャストを達成することができる
。加えて、テキストを再認識および再格納することなく、指定ブロードキャストをサポー
トすることによって、処理時間および処理リソースを大幅に短縮および削減することがで
き、ブロードキャスト速度を高めることができる（再認識しない）。
【０１１８】
　ある実施形態によれば、図５Ａに示すように、ブロックＳ１０３２において、指定ブロ
ードキャストの指示を受けたことに応答して、次のブロードキャスト・データ片を第１テ
キストから取り込む（ブロックＳ２およびＳ３の組み合わせ）。
【０１１９】
　このステップは、順次ブロードキャストにおいて使用されるブロードキャスト・データ
に関係する。先に説明したように、ユーザ（例えば、視覚障害があるユーザおよび聴覚障
害があるユーザ）は、ブロードキャスト・プロセスにおいて、以前のコンテンツの一部を
聞き直すことが必要になる場合がある。本開示では、このような機能をサポートすること
ができる。先に説明したように、この機能を本開示では「指定ブロードキャスト」(speci
fied broadcasting)機能と呼ぶ。ここでは、指定ブロードキャストは、順方向および逆方
向ブロードキャストを含むことができ、更に、ユーザによって指定された位置におけるブ
ロードキャストも含むことができる。
【０１２０】
　前述のように、指定ブロードキャストの指示を受けた場合、この指定ブロードキャスト
のために、対応するブロードキャスト・データ（これを「指定ブロードキャスト・データ
」と呼んでもよい）を準備することが必要になる。したがって、このステップでは、指定
ブロードキャストの指示を受けたことに応答して、第１テキストからブロードキャスト・
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データ（指定ブロードキャスト・データ）を取り込むことができる。
【０１２１】
　先に説明したように、第１テキストにおける各データ行は、テキスト・エリアにおける
各テキスト行に対応する。文字の認識および格納の進展と共に、第１テキストは最終的に
テキスト・エリア全体のテキスト・データを含むことができる。したがって、テキスト・
エリアに対して、順次ブロードキャスト・データおよび指定ブロードキャスト・データの
双方を、第１テキストから得ることができる。勿論、前述のように、順次ブロードキャス
トでは、新たに認識されたテキスト・データは、第１テキストから取り込む代わりに、第
３記憶空間に直接格納することができる。
【０１２２】
　このステップによって、ＴＴＳブロードキャストのような指定ブロードキャスト機能を
実現することができる。
　ある実施形態によれば、ブロードキャストされた文字数のブロードキャスト・データの
文字数に対する割合によって、現在のブロードキャストの進展を判定することができる。
【０１２３】
　例えば、図３Ｂに示す３つのデータ行を含むブロードキャスト・データは、８１個の文
字を有する。「
【０１２４】
【数１０】

 
【０１２５】
（ＡＩを意味する中国語の文字）」という文字がブロードキャストされたと仮定する。こ
の場合、ブロードキャストされた文字数は４０であり、したがって、現在のブロードキャ
ストの進展は４０／８１＝４９％と判定することができる。
【０１２６】
　加えて、現在のブロードキャストの進展は、他のパラメータによって判定することもで
き、本開示は、現在のブロードキャストの進展を文字数によって計算することに限定され
るのではない。
【０１２７】
　ある実施形態によれば、指定ブロードキャストの指示を受けたことに応答して第１テキ
ストからブロードキャスト・データを取り込む動作は、図８に示すように、ブロックＳ１
０３０１～Ｓ１０３０４を含んでもよい。
【０１２８】
　ブロックＳ１０３０１において、指定ブロードキャストの指示を受けたことに応答して
、ブロードキャスト・データにおいて現在ブロードキャストされている位置を、現在のブ
ロードキャストの進展として判定する。
【０１２９】
　先に説明したように、ユーザ（例えば、視覚障害があるユーザおよび聴覚障害があるユ
ーザ）は、ブロードキャストの進展における以前のコンテンツを聞き返す、例えば、現在
のブロードキャスト位置の直前の段落または直前の行を聞き返すことが必要になる場合が
ある。
【０１３０】
　指定ブロードキャストの指示は、大抵の場合、ブロードキャスト・プロセスにおいて受
け取られる。指定ブロードキャストの指示が受け取られたとき、ブロードキャスト・デー
タにおいて現在ブロードキャストされている位置に基づいて、現在のブロードキャストの
進展を判定することができる。
【０１３１】
　ブロックＳ１０３０２において、現在のブロードキャストの進展および第２記憶空間に
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おけるブロードキャスト・データについての関連情報に基づいて、現在のブロードキャス
トの進展に対応する第１テキストにおける位置を、現在のブロードキャスト位置として判
定する。
【０１３２】
　現在のブロードキャストの進展を判定した後、現在のブロードキャストの進展に対応す
る第１テキストにおける位置（即ち、現在のブロードキャスト位置）を判定する必要があ
る。この場合、図３Ｂに示すように、現在のブロードキャスト位置は、得られた現在のブ
ロードキャストの進展、および第２記憶空間におけるブロードキャスト・データについて
の関連情報、例えば、第１テキストにおけるブロードキャスト・データの各データ行の位
置、およびデータ行の分画比率に基づいて、取得することができる。
【０１３３】
　ある実施形態によれば(According to dome embodiments)、ブロックＳ１０３０２にお
いて、現在のブロードキャストの進展および第２記憶空間における現ブロードキャスト・
データについての関連情報に基づいて、現在のブロードキャストの進展に対応する第１テ
キストにおける位置を、現在のブロードキャスト位置として判定するステップは、現在の
ブロードキャストの進展を、第２記憶空間に格納されている現在のブロードキャスト・デ
ータに対する分画比率と比較するステップと、第２記憶空間に格納され、現在のブロード
キャストの進展よりも大きな分画比率における最小の分画比率に対応する、現在のブロー
ドキャスト・データの位置を、現在のブロードキャスト位置として判定するステップを含
んでもよい。
【０１３４】
　例えば、現在のブロードキャストの進展を、第２記憶空間に格納されているブロードキ
ャスト・データの分画比率と比較することができる。例えば、得られた現在のブロードキ
ャストの進展が４９％であり、第２記憶空間に格納されているブロードキャスト・データ
についての関連情報における各データ行の分画比率は、それぞれ、３２％、６９％、およ
び１００％である。この場合、現在ブロードキャストされているデータ「
【０１３５】
【数１１】

【０１３６】
（ＡＩを意味する中国語の文字）」が、第１テキストにおいて、分画比率が６９％（現在
のブロードキャストの進展よりも大きい分画比率における最小分画比率）であるデータ行
の位置にあると判定することができる。関連情報を検索することによって、分画比率が６
９％であるデータ行は、第１テキストの第３行であることが分かり、更に現在のブロード
キャスト位置は、第１テキストに対応するテキスト・エリアの第３行であると判定するこ
とができる。
【０１３７】
　ある実施形態によれば、指定ブロードキャストの指示は、図９に示すように、指定ブロ
ードキャストの要求と、指定ブロードキャスト様式とを含むことができる。
　ある実施形態によれば、指定ブロードキャスト様式は、直前の行の指定ブロードキャス
ト、次の行を指定するブロードキャスト、直前の段落を指定するブロードキャスト、およ
び次の段落を指定するブロードキャストを含むことができ、直前の文章を指定するブロー
ドキャストおよび次の文章を指定するブロードキャストでさえも含むことができ、更に特
定のセグメントを指定するブロードキャストでさえも含むことができる。
【０１３８】
　ブロックＳ１０３０２では現在のブロードキャスト位置しか得られないので、指定ブロ
ードキャストのためにブロードキャスト・データを準備する必要があるとき、指定ブロー
ドキャストの開始位置、即ち、ブロードキャストすべき位置を知る必要がある。
【０１３９】
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　ブロックＳ１０３０３において、第１テキストにおいてブロードキャストすべき位置を
、現在のブロードキャスト位置、および指定ブロードキャストの指示において指定された
ブロードキャスト様式に基づいて、決定する。
【０１４０】
　このステップにおいて、指定ブロードキャスト様式によって判定される、現在のブロー
ドキャスト位置とブロードキャストすべき位置との間の関係によって、現在のブロードキ
ャスト位置に基づいて、ブロードキャストすべき位置が得られる。例えば、指定ブロード
キャスト様式が直前の行のブロードキャストであるとき、現在のブロードキャスト位置と
ブロードキャストすべき位置との関係は、ブロードキャストすべき位置＝現在のブロード
キャスト位置－１となる。他の例をあげると、指定ブロードキャスト様式が次の行のブロ
ードキャストであるとき、現在のブロードキャスト位置とブロードキャストすべき位置と
の間の関係は、ブロードキャストすべき位置＝現在のブロードキャスト位置＋１となる。
詳細については、以下で、例を通じて説明する。
【０１４１】
　ブロックＳ１０３０４において、ブロードキャストすべき位置を開始位置として使用し
、次のブロードキャスト・データ片を第１テキストから取り込み、第３記憶空間に格納し
、次のブロードキャスト・データ片についての関連情報を、対応付けて、第２記憶空間に
格納する。
【０１４２】
　第１テキストにおける現在のブロードキャスト・データの位置（即ち、ブロードキャス
トすべき位置）が得られた後、ブロードキャストすべき位置から開始するブロードキャス
ト・データ（即ち、次のブロードキャスト・データ片）を、指定ブロードキャストのため
に準備することができる。次のブロードキャスト・データ片は、ブロードキャストすべき
位置から開始して、第１テキストの最後の行までのそれぞれのデータ行を含むことができ
、この段落においてブロードキャストすべき位置から開始してこの段落における最後の行
までのそれぞれのデータ行、またはブロードキャストすべき位置から開始して、第１テキ
ストにおいて閾値行数よりも少ない行を含むことができる。例えば、閾値行数が４である
とき、３つのデータ行を準備することができ、これら３つのデータ行は、ブロードキャス
トすべき位置が存在する行から開始する３つのデータ行である。ブロードキャストすべき
位置が第２行であり、閾値行数が４であると仮定すると、準備すべき次のブロードキャス
ト・データ片は、第２行から開始する３つのデータ行、即ち、第１テキストにおける第２
データ行、第３データ行、および第４データ行であると判定することができる。
【０１４３】
　第１テキストから次のブロードキャスト・データ片を取り込んだ後、ブロードキャスト
のための直前のブロードキャスト・データと置き換えるために、これを第３記憶空間に格
納することによって、指定ブロードキャストをサポートすることができる。加えて、図３
Ｃに示すように、直前のブロードキャスト・データと置き換えるために、次のブロードキ
ャスト・データ片を第２記憶空間に格納して、現在のブロードキャスト・データの正確な
情報の取得をし易くするようにしてもよい。
【０１４４】
　更に、図３Ｂに示すように、次のブロードキャスト・データ片についての関連情報（即
ち、次のブロードキャスト・データ片の位置、およびそれについての分画比率情報）を計
算し、第２記憶空間に格納する必要がある。新たに格納された次のブロードキャスト・デ
ータ片の関連情報を、直前のブロードキャスト・データの関連情報と置き換えてもよく、
または増加分だけ第２記憶空間に格納されてもよい。増加分だけ格納するとき、直前のブ
ロードキャスト・データの関連情報のステータスを変更する必要がある。一例として、関
連情報のステータスは、ステータス識別子を設定することによって判定することができる
。例えば、関連情報に対応する第３記憶空間におけるブロードキャスト・データのステー
タスが「ブロードキャスト・ステータス」(to-be-broadcast status)であることを示すた
めに、ステータス識別子「００」を使用するのでもよく、ステータス識別子「０１」は、
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ステータスが「ブロードキャスト中」であることを示すのでもよく、ステータス識別子「
１０」は、ステータスが「ブロードキャスト済み」であることを示す等でもよい。このよ
うに、ステータス識別子によって、必要とされる関連情報を認識すると便利である。
【０１４５】
　このように、以上のステップによって、本開示は、ＴＴＳブロードキャストのような、
指定ブロードキャスト機能をサポートすることができる。これは、特に、視覚障害がある
人々または聴覚障害がある人々にとって有意であり、ユーザの読み取り体験を改善するこ
とができる。
【０１４６】
　ある実施形態によれば、指定ブロードキャストの指示における指定ブロードキャスト様
式は、隣接テキスト単位(adjacent text unit)のブロードキャストを含むこともできる。
　隣接テキスト単位は、現在のテキスト行が位置するテキスト単位に隣接する。
【０１４７】
　ここでは、テキスト単位は、１つのテキスト行または１つのテキスト段落でもよく、あ
るいは複数の(several)テキスト行または複数のテキスト段落であってもよい。つまり、
本開示では、サポートされる指定ブロードキャスト動作は、現在のテキスト行が位置する
テキスト単位に隣接するテキスト単位をブロードキャストすることを含むことができる。
したがって、隣接テキスト単位は、行または段落でもよく、複数の行または複数の段落で
あってもよい。本開示は、テキスト単位に対して指定されたブロードキャストをサポート
することができる。
【０１４８】
　隣接テキスト単位は、現在のブロードキャスト・テキスト行の直前にある複数の行、現
在のブロードキャスト・テキスト行の直後にある複数の行、現在のブロードキャスト・テ
キスト行が位置する段落の直前にある複数の段落、または現在のブロードキャスト・テキ
スト行が位置する段落の直後にある複数の段落を含むこともできる。
【０１４９】
　ある実施形態によれば、隣接テキスト単位のブロードキャストが直前の行のブロードキ
ャストを含み、第２記憶空間に格納されたブロードキャスト・データにおける各データ行
の、第１テキストにおける、位置が、データ行に対応するテキスト行の行番号を含む場合
、図１０に示すように、指定ブロードキャストの指示を受けたことに応答して、第１テキ
ストから次のブロードキャスト・データ片を取り込むブロックＳ１０３（ブロックＳ１０
３におけるブロックＳ１０３２に対応する）は、以下の動作を含んでもよい。
【０１５０】
　ブロックＳ１０３１１において、指定ブロードキャストの指示を受けたことに応答して
、ブロードキャスト・データにおいて現在ブロードキャストされている位置を、現在のブ
ロードキャストの進展として判定する。
【０１５１】
　このステップは、前述のステップＳ１０３０１と同様であり、ここでは繰り返し説明し
ない。
　ブロックＳ１０３１２において、現在のブロードキャストの進展、および第２記憶空間
に格納されている現在のブロードキャスト・データについての関連情報に基づいて、現在
のブロードキャスト・データにおける現在のブロードキャストの進展に対応するデータ行
に対応する第１テキストにおけるテキスト行の行番号を、現在のブロードキャスト行の番
号として決定する。
【０１５２】
　このステップは、現在のブロードキャスト位置として取り込まれる(taken)現在のブロ
ードキャスト行の番号を判定するために使用される。ブロックＳ１０３０２と同様、現在
のブロードキャスト行の番号は、現在のブロードキャストの進展と、第２記憶空間に記録
されている関連情報における行番号とに基づいて判定することができる（先に説明したよ
うに、関連情報における位置は行番号を含む）。
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【０１５３】
　ブロックＳ１０３１３において、直前の行をブロードキャストする指定ブロードキャス
ト様式に基づいて、現在のブロードキャスト行の番号から１を差し引いた値を、ブロード
キャストされる行番号として使用する。
【０１５４】
　指定ブロードキャストの指示において指定されたブロードキャスト様式は、直前の行の
ブロードキャストであるので、現在のブロードキャスト行の番号から１を差し引いた値を
、ブロードキャストされる行番号として決定することができる。
【０１５５】
　ブロックＳ１０３１４において、ブロードキャストされる行番号が位置する行を開始位
置として使用することにより、少なくとも１つのテキスト・データ行を、次のブロードキ
ャスト・データ片として取り込む。
【０１５６】
　以下に、例を用いて詳細について説明する。指定ブロードキャストの指示において指定
されたブロードキャスト様式が、直前の行のブロードキャストであると仮定すると、現在
のブロードキャスト位置として使用された現在のブロードキャスト行番号が、第１テキス
トにおける第３行である（即ち、テキスト・エリアにおける第３テキスト行）場合、指定
ブロードキャストの開始位置は、第１テキストの第２行であるはずであり、第２行から開
始する複数のデータ行を、次のブロードキャスト・データ片として取り込めばよい。次の
ブロードキャスト・データ片に含むことができる具体的なデータ行の本数については、先
に詳しく説明しており、ここでは繰り返し説明しない。
【０１５７】
　以上のステップＳ１０３１１からＳ１０３１４によって、本開示は、直前の行を指定す
るブロードキャストをサポートすることができ、関連技術におけるＴＴＳブロードキャス
トのように、ブロードキャストが順方向および逆方向ブロードキャストをサポートできな
いという欠陥を克服することができる。
【０１５８】
　ある実施形態では、隣接テキスト単位のブロードキャストが次の行のブロードキャスト
を含み、第２記憶空間に格納されているブロードキャスト・データにおける各データ行の
、第１テキストにおける、位置が、データ行の行番号を含む場合、図１１に示すように、
指定ブロードキャストの指示を受けたことに応答して、第１テキストから次のブロードキ
ャスト・データ片を取り込むブロックＳ１０３（ブロックＳ１０３におけるブロックＳ１
０３２に対応する）は、次の動作を含んでもよい。
【０１５９】
　ブロックＳ１０３２１において、指定ブロードキャストの指示を受けたことに応答して
、ブロードキャスト・データにおける現在のブロードキャスト位置を、現在のブロードキ
ャストの進展として判定する。
【０１６０】
　ブロックＳ１０３２２において、現在のブロードキャストの進展と第２記憶空間に格納
されている現在のブロードキャスト・データについての関連情報とに基づいて、現在のブ
ロードキャスト・データにおける現在のブロードキャストの進展に対応するデータ行に対
応する第１テキストにおけるテキスト行の行番号を、現在のブロードキャスト行番号とし
て決定する。
【０１６１】
　ブロックＳ１０３２３において、次の行をブロードキャストすることを指定するブロー
ドキャスト様式に基づいて、現在のブロードキャスト行番号に１を加算した値を、ブロー
ドキャストされる行番号として使用する。
【０１６２】
　ブロックＳ１０３２４において、ブロードキャストされる行番号が位置する行を開始位
置として使用することによって、少なくとも１つのテキスト・データ行を、次のブロード
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キャスト・データ片として取り込む。
【０１６３】
　ブロックＳ１０３２１～Ｓ１０３２４は、前述のブロックＳ１０３１１～Ｓ１０３１４
と同様であり、ここでは繰り返し説明しない。
　以下に、例を用いて詳細について説明する。指定ブロードキャストの指示において指定
されたブロードキャスト様式が、次の行のブロードキャストであると仮定すると、現在の
ブロードキャスト位置として使用される現在のブロードキャスト行番号が、第１テキスト
における第３行（即ち、テキスト・エリアにおける第３テキスト行）であるとき、指定ブ
ロードキャストの開始位置は第１テキストの第４行であるはずであり、第４行から開始す
る複数のデータ行を、次のブロードキャスト・データ片として取り込むことができる。
【０１６４】
　以上のステップＳ１０３２１～Ｓ１０３２４によって、本開示は、次の行を指定するブ
ロードキャストをサポートすることができ、関連技術におけるＴＴＳブロードキャストの
ように、ブロードキャストが順方向および逆方向ブロードキャストをサポートすることが
できないという欠点を克服することができる。
【０１６５】
　ここで、段落を指定するブロードキャストを伴わない場合、次のブロードキャスト・デ
ータ片を準備しているときにブロードキャストの結束性および流暢さを維持するように、
ブロードキャストにおける各データ行が同じ段落に入っているか否か検討する必要はない
。勿論、実際の必要性に応じて、次のブロードキャスト・データ片だけの量または長さを
準備することもできるが、本開示ではこれに限定しない。
【０１６６】
　ある実施形態によれば、隣接テキスト単位のブロードキャストが、直前の段落のブロー
ドキャストを含み、第２記憶空間に格納されているブロードキャスト・データにおける各
データ行の、第１テキストにおける、位置が、データ行の段落番号を含む場合、図１２に
示すように、指定ブロードキャストの指示を受けたことに応答して第１テキストから次の
ブロードキャスト・データ片を取り込むブロックＳ１０３（ブロックＳ１０３におけるブ
ロックＳ１０３２に対応する）は、ブロックＳ１０３３１～Ｓ１０３３４を含んでもよい
。
【０１６７】
　ここで、［００＊］のような文字が、段落番号を表すために使用されてもよい。例えば
、「［００１］」は、テキスト・エリアにおける第１段落を表すのでもよい。あるいは、
「＃００＊」のように、他の方法で段落番号を表してもよい。行番号および段落番号の双
方が含まれるとき、「段落番号＋行番号」を表すために、「００＊００＊」を使用しても
よい。即ち、前半の「００＊」は段落番号であり、後半の「００＊」は行番号である。本
開示は、このように特殊な文字を使用して段落番号を表すことに限定されず、段落番号は
他の方法で表されてもよく、行番号も同様である。行番号および段落番号を区別すること
ができ、そして混乱することがない。
【０１６８】
　ある実施形態によれば、行番号情報および段落番号情報を区別することができる限り、
行番号または段落番号だけに加えて、関連情報における位置に関する情報も、行番号およ
び段落番号情報の双方を含んでもよい。これによって、指定ブロードキャストをし易くす
ることができる。
【０１６９】
　ブロックＳ１０３３１において、指定ブロードキャストの指示を受けたことに応答して
、ブロードキャスト・データにおいて現在ブロードキャストされている位置を、現在のブ
ロードキャストの進展として判定する。
【０１７０】
　このステップは、前述のステップＳ１０３０１と同様であり、ここでは繰り返し説明し
ない。
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　ブロックＳ１０３３２において、現在のブロードキャストの進展と、第２記憶空間に格
納されている現在のブロードキャスト・データについての関連情報とに基づいて、現在の
ブロードキャスト・データにおける現在のブロードキャストの進展に対応するデータ行に
対応する第１テキストにおけるテキスト行の段落番号を、現在のブロードキャストの段落
番号として決定する。
【０１７１】
　例えば、現在のブロードキャストの進展に対応する第３テキスト行がテキスト・エリア
における第２段落であるとき、現在のブロードキャストの段落番号は第２段落であると決
定することができる。
【０１７２】
　ブロックＳ１０３３３において、直前の段落をブロードキャストすることを指定するブ
ロードキャスト様式に基づいて、現在のブロードキャスト段落番号から１を差し引いた値
を、ブロードキャストされる段落番号として使用する。
【０１７３】
　例えば、現在のブロードキャスト段落番号が第２段落であるとき、ブロードキャストさ
れる段落の番号は、第１段落となる。
　ブロックＳ１０３３４において、ブロードキャストされる段落の番号に対応する段落を
、次のブロードキャスト・データ片として、第１テキストから取り込む。
【０１７４】
　例えば、ブロードキャストされる段落の番号が第１段落であるとき、次のブロードキャ
スト・データ片として、第１テキストから第１段落を取り込む。
　勿論、第１段落の後ろにある一部のテキスト・データが、第１段落と共に、次のブロー
ドキャスト・データ片として使用されてもよい。
【０１７５】
　以上のステップ１０３３１～Ｓ１０３３４によって、本開示は、直前の段落を指定する
ブロードキャストをサポートすることができ、関連技術におけるＴＴＳブロードキャスト
のように、ブロードキャストが順方向および逆方向ブロードキャストをサポートすること
ができないという欠点を克服することができる。
【０１７６】
　ある実施形態によれば、隣接テキスト単位のブロードキャストが、次の段落のブロード
キャストを含み、第２記憶空間に格納されているブロードキャスト・データにおける各デ
ータ行の、第１テキストにおける、位置が、そのデータ行の段落番号を含む場合、図１３
に示すように、指定ブロードキャストの指示を受けたことに応答して、第１テキストから
次のブロードキャスト・データ片を取り込むブロックＳ１０３（ブロックＳ１０３におけ
るブロックＳ１０３２に対応する）は、以下の動作を含んでもよい。
【０１７７】
　ブロックＳ１０３４１において、指定ブロードキャストの指示を受けたことに応答して
、ブロードキャスト・データにおける現在のブロードキャスト位置を、現在のブロードキ
ャストの進展として判定する。
【０１７８】
　ブロックＳ１０３４２において、現在のブロードキャストの進展と、第２記憶空間に格
納されている現在のブロードキャスト・データについての関連情報とに基づいて、現在の
ブロードキャスト・データにおける現在のブロードキャストの進展に対応するデータ行に
対応する第１テキストにおけるテキスト行の段落番号を、現在のブロードキャスト段落番
号として決定する。
【０１７９】
　ブロックＳ１０３４３において、次の段落のブロードキャストを指定するブロードキャ
スト様式に基づいて、現在のブロードキャスト段落番号に１を加算した値を、ブロードキ
ャストされる段落の番号として使用する。
【０１８０】
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　ブロックＳ１０３４４において、ブロードキャストされる段落の番号に対応する段落を
、次のブロードキャスト・データ片として、第１テキストから取り込む。
　ステップＳ１０３４１～Ｓ１０３４４は、前述のステップＳ１０３３１～Ｓ１０３３４
と同様であり、ここでは繰り返し説明しない。
【０１８１】
　以上のステップＳ１０３４１～Ｓ１０３４４によって、本開示は、次の段落を指定する
ブロードキャストをサポートすることができ、関連技術におけるＴＴＳブロードキャスト
のように、ブロードキャストが順方向および逆方向ブロードキャストをサポートすること
ができないという欠点を克服することができる。
【０１８２】
　尚、指定ブロードキャストのために必要とされる次のブロードキャスト・データ片を準
備した後、次の指定ブロードキャストのために現在のブロードキャスト位置を認識するよ
うに、第２記憶空間における次のブロードキャスト・データ片についての関連情報を編成
および／または更新することも必要である。
【０１８３】
　先に説明したように、ユーザが指定ブロードキャストの要求を開始すると、この指定ブ
ロードキャストの要求を受けたことに応答して、第１テキストから次のブロードキャスト
・データ片を取り込み、次のブロードキャスト・データ片についての関連情報を、第２記
憶空間に格納する。次のブロードキャスト・データ片を取り込み、順次読み取りの間に関
連情報を格納する例については、図７Ａ～図７Ｄを参照しながら先に説明した。以下では
、指定ブロードキャストの場合において次のブロードキャスト・データ片を取り込み、関
連情報を格納する例について、図１４Ａ～図１４Ｃを参照しながら説明する。
【０１８４】
　図７Ｄに示す第２ブロードキャスト・データ片（現在のブロードキャスト・データ）の
第３行が現在読み取られているときに、ユーザが直前の行を読み取るために指定ブロード
キャストの要求を開始したと仮定すると、第２記憶空間に格納されている現在のブロード
キャスト・データについての関連情報にしたがって、現在の読み取り位置がテキスト・エ
リアの第４行であると判定する。次いで、ブロードキャストすべき位置はテキスト・エリ
アの第３行であると判定することができる。したがって、ブロードキャストすべき位置を
、次のブロードキャスト・データ片を編成する開始位置として、使用することができる。
【０１８５】
　先に説明したように、次のブロードキャスト・データ片の編成に関して、少なくとも１
つのテキスト・データ行を、第１テキストから、次のブロードキャスト・データ片として
取り込むことができる。
【０１８６】
　図１４Ａに示すように、図３Ａに示すテキスト・データの少なくとも５行が現在の第１
テキストに格納されており、５行のテキスト・データは、テキスト・エリアにおける１つ
のテキスト・セグメントであると仮定する。例えば、図１４Ｂに示すように、第３行（ブ
ロードキャストすべき位置の開始位置として）から第５行（ブロードキャストすべき位置
が存在する段落の最後の行）までのテキスト・データを、第１テキストから、次のブロー
ドキャスト・データ片として取り込み、第３記憶空間に格納することができる。
【０１８７】
　次のブロードキャスト・データ片を決定した後、次のブロードキャスト・データ片につ
いての関連情報を、第２記憶空間に編成することができ、関連情報を編成する方法は、図
３Ａ～図３Ｃに示したものと同様である。
【０１８８】
　図１４Ｂに示す次のブロードキャスト・データ片に対応する、第１テキストにおける、
対応データは、３つの行を有し、対応データの第１行は、第１テキストにおけるテキスト
・データの第３行、即ち、「
【０１８９】
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【数１２】

 
【０１９０】
（プロセッサおよびＡＩ応用製品の改革を意味する中国語の文字）」であり、文字数は３
０と計算することができる。対応データの第２行は、第１テキストにおけるテキスト・デ
ータの第４行、即ち、「
【０１９１】

【数１３】

【０１９２】
（ロボット、ＵＡＶ、無人のための開発を意味する中国語の文字）」であり、文字数は２
５と計算することができる。対応データの第３行は、第１テキストにおけるテキスト・デ
ータの第５行、即ち、「
【０１９３】

【数１４】

【０１９４】
（車両およびセキュリティ監視のような専門分野において端から端までに及ぶ解決策を提
供することを意味する中国語の文字）」であり、文字数は４１と計算することができる。
つまり、対応データにおける文字の総数は（３０＋２５＋４１）＝９６となる。対応デー
タにおける第１データ行の分画比率は、３０／９６＝３１％であり、第２データ行の分画
比率は、（３０＋２５）／９６＝５７％であり、第３データ行の分画比率は、（３０＋２
５＋４１）／９６＝１００％である。先に説明したように、最後のデータ行の分画比率は
、計算せずに、直接１００％と判定することもできる。
【０１９５】
　次いで、第２記憶空間に格納されている次のブロードキャスト・データ片についての関
連情報を構築することができる。
　次の行を指定するブロードキャスト、直前の段落を指定するブロードキャスト、または
次の段落を指定するブロードキャストの場合、直前の行を指定するブロードキャストと同
様であり、ここでは繰り返し説明しない。
【０１９６】
　加えて、次のブロードキャスト・データ片の編成について、先の例におけると同様、ブ
ロードキャストすべき位置から開始する段落におけるテキスト・データを次のブロードキ
ャスト・データ片として使用することができ（第１テキストが十分なテキスト・データを
格納してある場合）、またはブロードキャストすべき位置から開始する複数の行を、次の
ブロードキャスト・データ片として選択することができる。これら複数の行は、同じ段落
内にあってもよく（自然セグメント）、または異なる段落内にあってもよい（即ち、これ
ら複数の行は段落を跨いでもよい）。
【０１９７】
　ある実施形態によれば、次のブロードキャスト・データ片についての関連情報を第２記
憶空間に対応して格納するステップは、次のブロードキャスト・データ片に対応する対応
データにおける各データ行の、第１テキストにおける、位置を格納するステップと、対応
データにおける各データ行の対応データに対する分画比率を格納するステップとを含んで
もよい。
【０１９８】
　ある実施形態によれば、次のブロードキャスト・データ片に対応する対応データにおけ
る各データ行の、第１テキストにおける、位置は、データ行の行番号、または段落番号お
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よびデータ行の行番号を含む。
【０１９９】
　図１４Ｃに示す例では、対応データにおける各データ行の、第１テキストにおける、位
置情報は、行番号である。ここでは、先に説明したように、位置情報は、行番号および段
落番号の双方を含むこともできる。例えば、図１４Ｃに示す３つの位置情報片は、それぞ
れ、［００１００３］、［００１００４］、および［００１００５］とすることもでき、
ここで、００１は第１段落を表し、００３、００４、および００５は、それぞれ、第３、
第４、および第５行を表す。したがって、［００１００３］、［００１００４］、および
［００１００５］は、それぞれ、第１段落における第３行、第１段落における第４行、お
よび第１段落における第５行を表すことができる。
【０２００】
　ある実施形態によれば、ユーザは、タッチスクリーン上で対応するボタンを操作するま
たはスライド操作を行うことによって、指定ブロードキャスト、および指定ブロードキャ
ストの指定種類に対する彼／彼女の意図を表現することができる。つまり、対応する操作
を検出することができ、対応する操作が検出されたときに、対応する指定ブロードキャス
トの指示を生成することができる。
【０２０１】
　ある実施形態では、図１５に示すように、本開示による画像テキスト・ブロードキャス
ト方法は、更に、タッチスクリーン上において操作を検出したことに応答して、指定ブロ
ードキャストの指示を生成するステップを含んでもよい（ブロックＳ１１０）。即ち、タ
ッチスクリーン上における特定の操作に応答して、指定ブロードキャストの指示を生成す
る。
【０２０２】
　例えば、ある実施形態によれば、タッチスクリーン上において操作を検出したことに応
答して指定ブロードキャストの指示を生成するステップは、タッチスクリーン上において
第１タッチスクリーン操作を検出したことに応答して、指定ブロードキャストの指示を、
直前の行のブロードキャストを指定するブロードキャスト様式と共に生成するステップと
、タッチスクリーン上において第２タッチスクリーン操作を検出したことに応答して、指
定ブロードキャストの指示を、次の行のブロードキャストを指定するブロードキャスト様
式と共に生成するステップとを含んでもよい。
【０２０３】
　他の例をあげると、ある実施形態によれば、タッチスクリーン上において操作を検出し
たことに応答して指定ブロードキャストの指示を生成するステップは、タッチスクリーン
上において第３タッチスクリーン操作を検出したことに応答して、指定ブロードキャスト
の指示を、直前の段落のブロードキャストを指定するブロードキャスト様式と共に生成す
るステップと、タッチスクリーン上において第４タッチスクリーン操作を検出したことに
応答して、指定ブロードキャストの指示を、次の段落のブロードキャストを指定するブロ
ードキャスト様式と共に生成するステップとを含んでもよい。
【０２０４】
　種々のタッチスクリーン操作には、タッチスクリーン上におけるスライド操作を含んで
もよい。例えば、第１タッチスクリーン操作は、例えば、左スライド操作であってもよく
、第２タッチスクリーン操作は、例えば、右スライド操作であってもよく、第３タッチス
クリーン操作は、例えば、上スライド操作であってもよく、第４タッチスクリーン操作は
、例えば、下スライド操作であってもよい。加えて、タッチスクリーン操作は、更に、タ
ッチスクリーン上におけるクリック操作、長押し操作等のような操作も含んでもよい。タ
ッチスクリーン操作の異なる形態と併せて、対応する指定ブロードキャスト様式を設定す
ることもできる。勿論、対応する指定ブロードキャスト様式は、タッチスクリーン上の異
なる位置におけるタッチスクリーン操作と併せて設定することもできる。あるいは、タッ
チスクリーン操作の異なる形態およびタッチスクリーン上における異なる位置の組み合わ
せに基づいて、対応する指定ブロードキャスト様式を設定してもよい。
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【０２０５】
　以下に、例を用いて詳細について説明する。例えば、タッチスクリーン上におけるスラ
イド操作の場合、対応する操作およびその意味は、次のようにしてもよい。加えて、順方
向および逆方向を指定するブロードキャスト要求では、第１テキストにおけるテキスト・
データが必ずしも要件を満たすとは限らない。この場合、注意喚起情報(prompt informat
ion)を提供してもよい。具体的な例示を以下に示す。
【０２０６】
　例えば、表示画面はないがタッチスクリーンを有する読み上げデバイスでは、ユーザは
、タッチスクリーン上においてスライド操作を実行することによって、彼／彼女の読書の
意図を表現することができる。以下では、一例として、読み上げデバイスのタッチスクリ
ーンの水平方向を左および右方向の基準として使用し、タッチスクリーンの長手方向を上
および下方向の基準として使用することによって、スライド操作を例示する。
【０２０７】
　・「直前の行のブロードキャスト」を示す左スライド操作
　現在のブロードキャスト・テキスト・データが第１テキストの先頭にあるデータである
とき（例えば、第１行）、「これは既に第１行です」というような注意喚起情報をユーザ
に提供してもよい。
【０２０８】
　・「次の行のブロードキャスト」を示す右スライド操作
　テキスト・エリアの認識が完了し、現在のブロードキャスト・テキスト・データが第１
テキストの末尾にあるデータである（そしてテキスト・エリアの末尾でもある）とき、「
既に最後の行です」というような注意喚起情報をユーザに提供してもよい。
【０２０９】
　テキスト・エリアの認識が完了しておらず、現在のブロードキャスト・テキスト・デー
タが第１テキストの末尾にあるデータであって、テキスト・エリアの末尾ではない場合（
即ち、テキスト・エリアにおける一部のテキスト・データが、未だ認識されておらず、格
納済みのテキストに格納されていない）、「認識中、少々お待ち下さい」というような注
意喚起情報をユーザ提供してもよい。
【０２１０】
　・「直前の段落のブロードキャスト」を示す上スライド操作
　現在のブロードキャスト・テキスト・データが、第１テキストの第１段落にあるデータ
であるとき、「既に第１段落です」というような注意喚起情報をユーザ提供してもよい。
【０２１１】
　・「次の段落のブロードキャスト」を示す下スライド操作
　テキスト・エリアの認識が完了し、現在のブロードキャスト・テキスト・データが、第
１テキストの最後の段落にあるデータである（テキスト・エリアの最後の段落でもある）
とき、「既に最後の段落です」というような注意喚起情報をユーザ提供してもよい。
【０２１２】
　テキスト・エリアの認識が完了しておらず、現在のブロードキャスト・テキスト・デー
タが、第１テキストの最後の段落にあるデータであるが、テキスト・エリアの最後の段落
ではないとき、「認識中、少々お待ち下さい」というような注意喚起情報をユーザ提供し
てもよい。
【０２１３】
　あるいは、先の注意喚起情報が、「認識中」または「指定位置がありません」というよ
うな注意喚起であってもよい。　
　以上では、スライド操作の場合における指定ブロードキャストについて様々な例示的な
状況を例示した。尚、本開示は、ここで例示した代表的な状況には限定されず、他の更に
多くの指定ブロードキャスト操作も含むことができることは注記してしかるべきである。
加えて、左、右、上、および下へのスライドは単なる例に過ぎない。実際の実施態様では
、ここであげた例の形態を採用しなくてもよく、種々の代替、変更、または拡張の形態を
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採用してもよい。
【０２１４】
　テキスト行およびテキスト段落に関して、テキスト・エリアにおけるテキスト行および
テキスト・エリアにおけるテキスト段落を判定するために、種々のレイアウト分析方法を
使用することができるが、本明細書では詳細に説明しない。
【０２１５】
　加えて、ある実施形態によれば、ユーザ（例えば、視覚障害があるユーザおよび聴覚障
害があるユーザ）は、対応する行為を実行することによって、指定ブロードキャスト、お
よび指定ブロードキャストの指定種類に対する彼／彼女の意図を表現することができる。
例えば、視覚障害があるユーザ、および聴覚障害があるユーザ（ブロードキャストは、例
えば、振動によって実行することができる）にとって、テキスト・エリアにおけるコンテ
ンツを見ることができない、またははっきりと見ることができないとき、指定ブロードキ
ャストの信号または通知として、ジェスチャを使用してもよい。あるいは、テキスト・エ
リアにおけるコンテンツをはっきりと見ることができるとき、テキスト・エリア内におい
てユーザがブロードキャストされることを望む位置に、案内物体（例えば、指等）を、指
定ブロードキャストの信号または通知として置いてもよい。この場合、例えば、カメラを
使用することによって、ユーザの行為をキャプチャすることができ、カメラによってキャ
プチャした画像を分析して、ユーザが指定ブロードキャストを行うことを望んでいるか否
か、そしてどの種類の指定ブロードキャストを行うべきか判断することができる。
【０２１６】
　ユーザは多くの行為を行い得るという事実を考慮して、本開示では、これを限定しない
。加えて、ユーザが行為によって指定ブロードキャストおよび指定ブロードキャストの指
定種類の彼／彼女の意図を表現する状態は、対応する動作を実行することによって、ユー
ザが指定ブロードキャストおよび指定ブロードキャストの指定種類に対する彼／彼女の意
図を表現する場合と同様であるとして差し支えないので、ここでは詳細について繰り返し
説明しない。
【０２１７】
　本開示は、指定ブロードキャスト機能を提供することによって、ユーザ（視覚障害また
は聴覚障害があるユーザのようなユーザ）の読書体験を改善することができる。
　ある実施形態によれば、第１テキストにおける各データ行の位置を第１記憶空間に格納
し、ブロードキャスト・データが準備される毎に、格納されている必要な位置情報を第１
記憶空間から直接得られるようにすることができる。しかしながら、第１テキストにおけ
る各データ行の位置を第１記憶空間に格納しなくてもよい。何故なら、第１テキストにお
ける各データ行は、テキスト・エリアにおける各テキスト行と対応しているからであり、
言い換えると、第１テキストは、テキスト・エリアにおいて対応するテキスト行の行位置
についての情報を有するからである。
【０２１８】
　加えて、テキストの段落の位置について、各データ行の段落の位置が第１記憶空間に格
納されていないとき、各段落を表すために、第１テキストにおける対応する位置に、特定
の段落指示マークを設定してもよく、またはテキスト・エリアにおけるテキスト段落のよ
うに第１記憶空間にも第１テキストを格納し、第１テキストが、テキスト・エリアにおけ
るテキストの段落に対応する段落の位置について、情報を有することができるようにして
もよい。
【０２１９】
　先に説明したように、ブロードキャスト・データは、ブロードキャスト装置によって能
動的に取り込むことができ、または処理装置によって第３記憶空間から取り込み、ブロー
ドキャスト装置に供給することもできる。
【０２２０】
　ある実施形態によれば、対応するテキスト行における文字数も、位置情報および分画比
率の格納と同様に格納することができる。例えば、対応するテキスト行における文字数を
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、第１記憶空間および／または第２記憶空間に格納してもよい。対応するテキスト行にお
ける文字数を格納すると、必要な分画比率を素早く計算することができ、および／または
テキスト・データの位置を素早く位置付けることができる。
【０２２１】
　このように、位置および分画比率に加えて、関連情報が更に文字数を含んでもよい。
　実際の要求(demand)に基づいて、順次ブロードキャストのプロセス中に指定ブロードキ
ャストが行われてもよい。順次ブロードキャストの間、ユーザはブロードキャスト・デー
タを聞き返さなければならない場合もあり得る。この場合、指定ブロードキャストを開始
することができ、指定ブロードキャストは割り込みとなり、実行中の順次ブロードキャス
トを終了させ、次いで要求された指定ブロードキャストが開始する。
【０２２２】
　ある実施形態によれば、特定のテキスト行型式について、テキスト行型式を表す特定型
式位置識別子(specific type position identifier)を格納し、この特定型式位置識別子
に基づいて、ブロードキャストの間に指示メッセージ(prompt)をユーザに供給すればよい
。
【０２２３】
　特定のテキスト行型式について、そのテキスト行の型を表す特定型識別子を格納するこ
とができる。ブロードキャストの間、ブロードキャストされるあるテキスト行(certain  
text line)が特定型識別子に対応すると判定したとき、対応する指示メッセージをユーザ
に供給することができる。例えば、ブロードキャストされるテキスト行が見出し行である
と判定したとき、「これは見出し行です」というような注意喚起情報(prompt informatio
n)をユーザに供給することができる。ブロードキャストされるテキスト行が曖昧な行であ
ると判定したとき、「このテキスト行は認識できません、ご理解下さい」というような注
意喚起情報をユーザに供給することができる。
【０２２４】
　ある実施形態によれば、以上で説明した注意喚起は、ユーザの種々の要望を満たし易く
するために、音声による注意喚起、振動による注意喚起、テキストによる注意喚起、画像
による注意喚起、およびビデオによる注意喚起、またはこれらの組み合わせを含んでもよ
い。
【０２２５】
　ある実施形態によれば、特定のテキスト行型式は、テキスト・サイズに基づいて第１テ
キスト行型式、およびテキスト行の定義に基づいて判定される第２テキスト行型式を含む
。
【０２２６】
　例えば、第１テキスト行型式が、見出し行、ページ・ヘッダ、ページ・フッタ等であっ
てもよく、これらの行のテキスト・サイズは、大抵の場合、他のテキスト行とは異なる。
　加えて、第２テキスト行型式が、明確に認識できないテキスト行を指すのでもよく、例
えば、テキスト定義が低いテキスト行（例えば、予め設定されたテキスト定義閾値よりも
低い）であってもよい。
【０２２７】
　ある実施形態によれば、テキスト行を横書きに配列しても、縦書きに配列しても、また
は対角線に沿って配列してもよい。
　ある実施形態によれば、図１６に示すように、本開示は、更に、画像テキスト・ブロー
ドキャスト・デバイス１００も提供する。画像テキスト・ブロードキャスト・デバイス１
００は、受信装置１０１、ブロードキャスト装置１０２、およびプロセッサ１０３を含む
ことができる。
【０２２８】
　受信装置１０１は、指定ブロードキャストの指示を受けるように構成することができる
。ブロードキャスト装置１０２は、指定ブロードキャストの指示に応答して、ブロードキ
ャスト・データに関する現在のブロードキャストの進展を判定するように構成することが
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できる。プロセッサ１０３は、現在のブロードキャストの進展および指定ブロードキャス
トの指示にしたがって、ブロードキャスト装置によるブロードキャストのために、次のブ
ロードキャスト・データ片を第１テキストから取り込むように構成することができる。
【０２２９】
　先に説明したように、第１テキストは、画像のテキスト・エリアにおけるテキストにつ
いて、文字認識装置によって認識および格納されたテキスト・データで構成される。
　本開示の例示的な実施形態による画像テキスト・ブロードキャスト・デバイス１００は
、指定ブロードキャストをサポートすることができる。
【０２３０】
　ある実施形態によれば、画像テキスト・ブロードキャスト・デバイス１００は、更に、
文字認識装置１０４および少なくとも１つのメモリ１０５も含むことができる。
　文字認識装置１０４は、画像のテキスト・エリアにおいて認識しようとするテキスト行
上で文字認識を実行し、テキスト・データを得るように構成することができる。
【０２３１】
　少なくとも１つのメモリ１０５は、少なくとも１つのメモリの第１記憶空間に、テキス
ト行のテキスト・データを、テキスト・エリアにおける第１テキスト内のデータ行として
格納し、少なくとも１つのメモリの第３記憶空間にブロードキャスト・データを格納し、
少なくとも１つのメモリの第２記憶空間にブロードキャスト・データについての関連情報
を格納するように構成することができる。関連情報は、第３記憶空間におけるブロードキ
ャスト・データを、第１記憶空間における第１テキスト内の対応データに位置的に対応さ
せるように構成される。
【０２３２】
　ある実施形態によれば、ブロードキャスト装置１０２は、ブロードキャスト・データを
第３記憶空間から取り込み、テキスト・エリアに対して順次ブロードキャストまたは指定
ブロードキャストを実行するように構成することができる。
【０２３３】
　ある実施形態によれば、プロセッサ１０３は、指定ブロードキャストの指示およびブロ
ードキャスト装置１０２からの現在のブロードキャストの進展を受けたことに応答して、
第１記憶空間における第１テキストから次のブロードキャスト・データ片を取り込み、こ
れを第３記憶空間に格納するように構成することができる。
【０２３４】
　ある実施形態によれば、画像テキスト・ブロードキャスト・デバイス１００は、更に、
検出装置１０６を含むこともでき、検出装置１０６は、指定ブロードキャスト動作を検出
したことに応答して、指定ブロードキャストの指示を生成し、この指定ブロードキャスト
の指示をプロセッサに送るように構成することができる。ここでは、検出装置が入力デバ
イスであってもよく、あるいは入力または動作を検出するように構成された他の検出コン
ポーネントであってもよい。
【０２３５】
　ある実施形態によれば、指定ブロードキャスト動作は、種々のタッチスクリーン操作（
第１、第２、第３、および第４タッチスクリーン操作のような操作）を含むことができる
。例えば、指定ブロードキャスト動作は、タッチスクリーン上における左スライドおよび
タッチスクリーン上における右スライドを含むこともできる。指定ブロードキャスト動作
は、更に、タッチスクリーン上における上スライドおよびタッチスクリーン上における下
スライドも含むこともできる。
【０２３６】
　ある実施形態によれば、ブロードキャスト・データについての関連情報は、少なくとも
、ブロードキャスト・データに位置的に対応する対応データにおける各データ行の、第１
テキストにおける、位置、および対応データにおける各データ行の対応データに対する分
画比率を含むことができる。
【０２３７】
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　ここで、対応データにおける各データ行の対応データに対する分画比率は、対応データ
における開始データ行からそのデータ行までの文字数の、対応データの総文字数に対する
比率を計算することによって、プロセッサ１０３によって判定される。
【０２３８】
　ある実施形態によれば、第３記憶空間において格納を実行する毎に、それに応答して、
プロセッサ１０３は第２記憶空間に格納されている次のブロードキャスト・データ片につ
いての関連情報を構築および更新することができる。
【０２３９】
　ある実施形態によれば、ブロードキャスト装置１０２は、タッチスクリーン上における
第１タッチスクリーン操作（例えば、左スライド操作）に応答して、現在のブロードキャ
スト・テキスト行の直前の行をブロードキャストし、タッチスクリーン上における第２タ
ッチスクリーン操作（例えば、右スライド操作）に応答して、現在のブロードキャスト・
データ行の次の行をブロードキャストすることができる。加えて、ブロードキャスト装置
は、更に、タッチスクリーン上における第３タッチスクリーン操作（例えば、上スライド
操作）に応答して、現在のブロードキャスト・テキスト段落の直前の段落をブロードキャ
ストし、タッチスクリーン上における第４タッチスクリーン操作（例えば、下スライド操
作）に応答して、現在のブロードキャスト・テキスト段落の次の段落をブロードキャスト
することができる。
【０２４０】
　ある実施形態によれば、指定ブロードキャスト動作に応答して、ブロードキャスト装置
は、「認識中」または「指定された位置がありません」というような注意喚起情報をユー
ザに送ることができる。
【０２４１】
　画像テキスト・ブロードキャスト・デバイス１００について、ユーザが指定ブロードキ
ャスト動作を開始すると、デバイス１００における検出装置１０６がユーザの指定ブロー
ドキャスト動作を検出し、指定ブロードキャストの指示を生成し、この指定ブロードキャ
ストの指示を、例えば、プロセッサ１０３またはブロードキャスト装置１０２に送ること
ができる。
【０２４２】
　プロセッサが指定ブロードキャストの指示を受けると、プロセッサはこの指定ブロード
キャストの指示を分析し、指定ブロードキャストに必要とされる指定ブロードキャスト・
データを準備し始めるために、現在のブロードキャスト進展情報をブロードキャスト装置
に要求することができる。
【０２４３】
　ブロードキャスト装置１０２が指定ブロードキャストの指示を受けると、ブロードキャ
スト装置は、現在のブロードキャストの進展を判定することができ、指定ブロードキャス
トの指示を分析することができ、または分析しなくてもよく、次いで現在のブロードキャ
ストの進展および指定ブロードキャストの指示をプロセッサ１０３に送ることができる。
プロセッサ１０３が指定ブロードキャストの指示および現在のブロードキャストの進展を
受け取った後、次のブロードキャスト・データ片（指定ブロードキャスト・データ）を準
備し始めることができる。
【０２４４】
　次のブロードキャスト・データ片を決定するプロセスは、先にブロックＳ１０３と関連
付けて説明したプロセスと同様である。プロセッサ１０３は、現在のブロードキャストの
進展およびメモリ１０５の第２記憶空間に格納されている現在のブロードキャスト・デー
タについての関連情報に基づいて、現在のブロードキャストの進展に対応する現在のブロ
ードキャスト位置（第１テキストにおける位置）を得て、次いで指定ブロードキャストの
指示に基づいて、ブロードキャストすべき位置を決定する。
【０２４５】
　ブロードキャストすべき位置を決定した後、プロセッサは、ブロードキャストすべき位
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置から開始する複数行のテキスト・データを、次のブロードキャスト・データ片として、
第１テキストから取り込むことができ、ブロードキャスト装置１０２が、要求された指定
ブロードキャストを実行するために、次のブロードキャスト・データ片にアクセスできる
ように、メモリ１０５が次のブロードキャスト・データ片を第３記憶空間に格納する。
【０２４６】
　加えて、ある実施形態によれば、音声または振動の形態でブロードキャストを提供する
ことに加えて、画像テキスト・ブロードキャスト・デバイス１００は、更に、表示機能も
提供することができる。つまり、画像テキスト・ブロードキャスト・デバイスは、例えば
、現在ブロードキャストされているデータ、または現在のブロードキャストの進展（例え
ば、ブロードキャスト位置）を表示するように構成された表示装置を含むこともできる。
【０２４７】
　画像テキスト・ブロードキャスト・デバイス内にある種々の装置および／またはコンポ
ーネントの動作は、先の画像テキスト・ブロードキャスト方法において実行されるステッ
プと同様であり、ここでは繰り返し説明しない。
【０２４８】
　本開示の他の態様によれば、更に、電子回路も提供する。この電子回路は、以上で説明
した方法のステップを実行するように構成された回路を含むことができる。
　本開示の他の態様によれば、読み上げデバイスを提供する。この読み上げデバイスは、
前述の電子回路と、テキスト・データをブロードキャストするように構成された回路とを
含む。
【０２４９】
　ある実施形態によれば、読み上げデバイスは、ユーザの操作または行為に応答して、テ
キスト・データをブロードキャストするように構成された回路によって、順次ブロードキ
ャストまたは指定ブロードキャストを実行する。
【０２５０】
　ユーザの操作とは、スイッチ、ボタン、画面等の上における操作というような、読み上
げデバイス上におけるユーザの操作を指すとして差し支えない。
　ユーザの行為とは、双方または一方の手のような身体の部分によって、読み上げデバイ
スにブロードキャストさせるために、ユーザによって行われる行為を指すとして差し支え
ない。例えば、１回頷くと、順次ブロードキャストのコマンドを表すとしてもよく、短い
時間間隔で２回頷くと、指定ブロードキャストのコマンドを表すとしてもよい。
【０２５１】
　ユーザ操作または行為の意味は、実際の要求(demand)にしたがって設計されてもよい。
加えて、以上の指示におけるパラメータも、実際の要求にしたがって設計されてもよい。
　本開示の他の態様によれば、電子デバイスを提供する。この電子デバイスは、プロセッ
サと、プログラムを格納するメモリとを含み、プログラムは命令を含み、プロセッサによ
って命令が実行されると、先に説明した方法を電子デバイスに実行させる。
【０２５２】
　本開示の他の態様によれば、プログラムを格納する非一時的コンピュータ読み取り可能
記憶媒体を提供する。このプログラムは命令を含み、電子デバイスのプロセッサによって
命令が実行されると、先に説明した方法を電子デバイスに実行させる。
【０２５３】
　図１７は、本開示の例示的な実施形態による電子デバイスの一例を示すブロック図であ
る。尚、図１７に示す構造は単なる例であることは、注記してしかるべきである。特定の
実施形態によれば、本開示の電子デバイスは、図１７に示すコンポーネントの内１つ以上
を含むのでもよい。
【０２５４】
　電子デバイス２０００は、例えば、汎用コンピュータ（例えば、ラップトップ・コンピ
ュータおよびタブレット・コンピュータのような種々のコンピュータ）、移動体電話機、
またはパーソナル・ディジタル・アシスタントであってもよい。ある実施形態によれば、
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電子デバイス２０００は、読書補助デバイスであってもよい（または単に読み上げデバイ
スと呼んでもよい）。
【０２５５】
　電子デバイス２０００は、画像をキャプチャし、キャプチャした画像を処理し、処理に
応答して対応するブロードキャスト・サービスまたは指示メッセージを提供するように構
成することができる。例えば、電子デバイス２０００は、画像をキャプチャし、画像上に
おいて文字検出および認識を実行してテキスト・データを得て、このテキスト・データを
音声データに変換し、ユーザが聞くために音声データを出力し、および／または、例えば
、表示装置（通常の表示画面またはタッチ表示画面のようなもの）上でユーザが見るため
にテキスト・データを出力するように構成することができる。
【０２５６】
　ある実施形態によれば、電子デバイス２０００は、めがねフレームを含むように構成さ
れてもよく、またはユーザの視野に含まれる画像をキャプチャできるように、着脱可能に
めがねフレーム（例えば、めがねフレームのリム、２つのリムを接続する接続片、めがね
の弦(leg)、または何らかの他の部品）上に装着されるように構成されてもよい。
【０２５７】
　ある実施態様によれば、電子デバイス２０００は、他のウェアラブル・デバイス上に装
着されてもよく、または他のウェアラブル・デバイスと統合されてもよい。ウェアラブル
・デバイスとは、例えば、頭部装着デバイス（例えば、ヘルメットまたは帽子）、耳に装
着できるデバイス等でもよい。ある実施形態によれば、電子デバイスは、ウェアラブル・
デバイスに取り付けられるアクセサリ、例えば、ヘルメットまたは帽子等に取り付けられ
るアクセサリとして、実装されてもよい。
【０２５８】
　ある実施態様によれば、電子デバイス２０００は他の形態を有してもよい。例えば、電
子デバイス２０００は、移動体電話機、汎用コンピューティング・デバイス（例えば、ラ
ップトップ・コンピュータ、タブレット・コンピュータ等）、パーソナル・ディジタル・
アシスタント等であってもよい。また、電子デバイス２０００は、デスクトップ上にこの
電子デバイスを置くことができるように、ベース(base)を有してもよい。
【０２５９】
　ある実施態様によれば、読書補助デバイス（読み上げデバイス）または画像テキスト・
ブロードキャスト・デバイスのように、電子デバイス２０００を読書補助のために使用す
ることもできる。この場合、電子デバイス２０００は「電子書籍リーダ」(e-reader)また
は「読書補助デバイス」(reading assisting device)と呼ばれることもある。電子デバイ
ス２０００によって、自律的に読むことができないユーザ（例えば、視覚障害がある人、
失読症の人、聴覚障害があるユーザ）は、従来の読書素材（例えば、書籍、雑誌等）の「
読書」(reading)を、読書姿勢と同様の姿勢で実施することができる。「読書」(reading)
の間、電子デバイス２０００は、画像を取り込み、この画像におけるテキスト行上で文字
認識を実行してテキスト・データを得て、テキスト・データを素早くブロードキャストす
ることができ、ブロードキャスト・テキスト・データが意味的結束性および文脈を有する
ように、得られたテキスト・データを格納することができ、これによって、行毎または単
語毎のブロードキャストによって生ずるぎこちない途切れ(rigid pause)を回避する。更
に、電子デバイス２０００は、指定読み上げをサポートし、読み上げプロセス中における
電子デバイス上でのユーザの操作またはユーザの行為を検出することによって、ユーザの
指定読み上げ要求(demand)を判定し、指定読み上げに要求されるコンテンツをユーザにブ
ロードキャストすることができ、ユーザにとって一層便利にユーザ体験を使用し改善する
ことができる。
【０２６０】
　電子デバイス２０００は、画像をキャプチャし取り込むように構成されたカメラ２００
４を含むことができる。カメラ２００４は、静止画像または動画をキャプチャすることが
できる。カメラ２００４は、ウェブカム、カメラ、ビデオ・カメラ等を含むことができる
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が、これらに限定されるのではなく、認識すべき物体を含む初期画像を取り込むように構
成することもできる。更に、電子デバイス２０００は、電子回路２１００も含むことがで
き、電子回路２１００は、以上で説明した方法のステップを実行するように構成された回
路を含むことができる。更に、電子デバイス２１００は、文字認識回路２００５も含むこ
とができ、文字認識回路２００５は、文字データを得るために、画像内にある文字上で文
字検出および認識（例えば、ＯＣＲ処理）を実行するように構成される。文字認識回路２
００５は、例えば、専用チップによって実装されてもよい。更に、電子デバイス２０００
は、音声変換回路２００６を含むこともでき、音声変換回路２００６は、文字データを音
声データに変換するように構成される。音声変換回路２００６は、例えば、専用チップに
よって実装されてもよい。更に、電子デバイス２０００は音声出力回路２００７を含むこ
ともでき、音声出力回路２００７は音声データを出力するように構成される。音声出力回
路２００７は、ヘッドホン、ラウドスピーカ、またはバイブレータ等、およびその対応す
る駆動回路を含むことができるが、これらに限定されるのではない。
【０２６１】
　ある実施態様によれば、電子デバイス２０００は、更に、画像処理回路２００８を含む
こともでき、画像処理回路２００８は、画像上で種々の画像処理を実行するように構成さ
れた回路を含むことができる。画像処理回路２００８は、例えば、以下の内１つ以上を含
むことができるが、これらに限定されるのではない。画像に対してノイズ低減を実行する
ように構成された回路、画像に対して脱ファジー処理を実行するように構成された回路、
画像に対して幾何学的補正を実行するように構成された回路、画像に対して特徴抽出を実
行するように構成された回路、画像における目標物体に対して目標検出および認識を実行
するように構成された回路、画像に含まれる文字に対して文字検出を実行するように構成
された回路、画像からテキスト行を抽出するように構成された回路、画像から文字座標を
抽出するように構成された回路等。
【０２６２】
　ある実施態様によれば、電子回路２１００は、更に、文字処理回路２００９を含むこと
ができ、文字処理回路２００９は、段落の並び替え、文字の意味分析、レイアウト分析結
果というような処理結果が得られるように、抽出された文字関連情報（例えば、テキスト
・データ、テキスト・ボックス、段落の座標、テキスト行の座標、およびテキストの座標
）に基づいて、種々の処理を実行するように構成することができる。
【０２６３】
　前述の種々の回路（例えば、文字認識回路２００５、音声変換回路２００６、音声出力
回路２００７、画像処理回路２００８、文字処理回路２００９、および電子回路２１００
）は、カスタム化ハードウェア、および／またはハードウェア、ソフトウェア、ファーム
ウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語、もしくはこれらの任意
の組み合わせを使用することによって実装することができる。例えば、以上で述べた回路
の内１つ以上は、本開示におけるロジックおよびアルゴリズムを使用することによって、
ハードウェア（例えば、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）およ
び／またはプログラマブル・ロジックアレイ（ＰＬＡ）を含むプログラマブル・ロジック
回路）をアセンブリ言語またはハードウェア・プログラミング言語（ＶＥＲＩＬＯＧ、Ｖ
ＨＤＬ、およびＣ＋＋のような言語）でプログラミングすることによって、実装されても
よい。
【０２６４】
　ある実施態様によれば、電子デバイス２０００は、更に、通信回路２０１０を含むこと
ができる。通信回路２０１０は、外部デバイスおよび／またはネットワークとの通信を可
能にするのであれば、任意の種類のデバイスまたはシステムでもよく、モデム、ネットワ
ーク・カード、赤外線通信デバイス、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈデバイス、１３０２．１１デバ
イス、ＷｉＦｉデバイス、ＷｉＭａｘデバイス、セルラ通信デバイス等のような、ワイヤ
レス通信デバイスおよび／またはチップセットを含むことができるが、これらに限定され
るのではない。
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【０２６５】
　ある実施態様によれば、電子デバイス２０００は、更に、入力デバイス２０１１を含む
ことができる。入力デバイス２０１１は、情報を電子デバイス２０００に入力することが
できるのであれば、任意の種類のデバイスでもよく、種々のセンサ、マウス、キーボード
、タッチスクリーン、ボタン、ジョイスティック、マイクロフォン、リモコン等を含むこ
とができるが、これらに限定されるのではない。
【０２６６】
　ある実施態様によれば、電子デバイス２０００は、更に、出力デバイス２０１２を含む
ことができる。出力デバイス２０１２は、情報を提示することができるのであれば、任意
の種類のデバイスでもよく、ディスプレイ、視覚出力端末、バイブレータ、プリンタ等を
含むことができるが、これらに限定されるのではない。電子デバイス２０００は、ある実
施形態によれば、読書補助デバイスのために使用されるが、電子デバイス２０００から出
力情報を得るときに、視覚に基づく出力デバイスがユーザの家族、保守要員等を補助する
こともできる。
【０２６７】
　ある実施態様によれば、電子デバイス２０００は、更に、プロセッサ２００１を含むこ
とができる。プロセッサ２００１は、任意の種類のプロセッサでもよく、１つ以上の汎用
プロセッサおよび／または１つ以上の専用プロセッサ（例えば、特殊処理チップ）を含む
ことができるが、これらに限定されるのではない。プロセッサ２００１は、例えば、中央
処理ユニット（ＣＰＵ）またはマイクロプロセッサ・ユニット（ＭＰＵ）でもよいが、こ
れらに限定されるのではない。更に、電子デバイス２０００は作業用メモリ２００２も含
むことができる。作業用メモリ２００２は、プロセッサ２００１の作業に有用なプログラ
ム（命令を含む）および／またはデータ（例えば、画像、文字、音声(voice)、および他
の中間データ）を格納する作業用メモリであればよく、ランダム・アクセス・メモリおよ
び／またはリード・オンリ・メモリ・デバイスを含むことができるが、これらに限定され
るのではない。更に、電子デバイス２０００は記憶デバイス２００３を含むことができる
。記憶デバイス２００３は、任意の非一時的記憶デバイスを含むことができる。非一時的
記憶デバイスは、非一時的であればよく、データ格納を実施することができるのであれば
、任意の記憶デバイスでもよく、ディスク・ドライブ、光記憶デバイス、ソリッド・ステ
ート・メモリ、フロッピ・ディスク、フレキシブル・ディスク、ハード・ディスク、磁気
テープ、または任意の他の磁気媒体、光ディスクまたは任意の他の光媒体、リード・オン
リ・メモリ（ＲＯＭ）、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、キャッシュ・メモリお
よび／または任意の他のメモリ・チップもしくはカートリッジ、および／またはコンピュ
ータがデータ、命令、および／またはコードを読み出すことができる任意の他の媒体を含
むことができるが、これらに限定されるのではない。作業用メモリ２００２および記憶デ
バイス２００３を纏めて「メモリ」と呼んでもよく、場合によっては相互交換可能に使用
してもよい。メモリは、第１記憶空間に格納される前述の第１テキスト、第２記憶空間に
格納される関連情報（およびブロードキャスト・データに対応する関連データ）、および
第３記憶空間に格納されるブロードキャスト・データを格納することができる。前述のよ
うに、本開示は、必要な機能を実現することができる限り、第１記憶空間、第２記憶空間
、および第３記憶空間が同じ記憶装置内にあるか否かについては、限定しない。
【０２６８】
　ある実施態様によれば、プロセッサ２００１は、カメラ２００４、文字認識回路２００
５、音声変換回路２００６、音声出力回路２００７、画像処理回路２００８、文字処理回
路２００９、通信回路２０１０、電子回路２１００、入力デバイス２０１１、出力デバイ
ス２０１２、ならびに電子デバイス２０００に含まれる他の種々の装置および回路の内少
なくとも１つを制御およびスケジューリングすることができる。ある実施態様によれば、
図１７において説明した構成部分の少なくとも一部を、ライン２０１３を通じて互いに相
互接続する、または互いに通信することもできる。
【０２６９】
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　ソフトウェア・エレメント（プログラム）は、作業用メモリ２００２内に配置すること
ができ、オペレーティング・システム２００２ａ、１つ以上のアプリケーション・プログ
ラム２００２ｂ、ドライバ、および／または他のデータやコードを含むことができるが、
これらに限定されるのではない。
【０２７０】
　ある実施態様によれば、前述の制御およびスケジューリングのための命令は、オペレー
ティング・システム２００２ａまたは１つ以上のアプリケーション・プログラム２００２
ｂに含めることができる。
【０２７１】
　ある実施態様によれば、本開示において説明した方法ステップを実行するための命令は
、１つ以上のアプリケーション・プログラム２００２ｂに含めることができ、前述の電子
デバイス２０００のモジュールは、プロセッサ２００１が１つ以上のアプリケーション・
プログラム２００２ｂの命令を読み取って実行することによって、実装することができる
。言い換えると、電子デバイス２０００は、プロセッサ２００１と、プログラムを格納す
るメモリ（例えば、作業用メモリ２００２および／または記憶デバイス２００３）とを含
めばよく、プログラムは命令を含み、プロセッサ２００１によって命令が実行されると、
本開示の種々の実施形態の方法をプロセッサ２００１に実行させる。
【０２７２】
　ある実施態様によれば、文字認識回路２００５、音声変換回路２００６、音声出力回路
２００７、画像処理回路２００８、文字処理回路２００９、通信回路２０１０、電子回路
２１００、入力デバイス２０１１、出力デバイス２０１２、および電子デバイス２０００
の内少なくとも１つによって実行される動作の一部または全部は、プロセッサ２００１が
１つ以上のアプリケーション・プログラム２００２ｂの命令を読み取って実行することに
よって、実現することもできる。
【０２７３】
　ソフトウェア・エレメント（プログラム）の命令の実行可能コードまたはソース・コー
ドは、非一時的コンピュータ読み取り可能記憶媒体（例えば、記憶デバイス２００３）に
格納することができ、更に、実行するときに、作業用メモリ２００２に読み込む(stored 
into)ことができる（コンパイルおよび／またはインストールすることができる）。この
ように、本開示は、プログラムを格納するコンピュータ読み取り可能記憶媒体を提供し、
プログラムは命令を含み、電子デバイス（例えば、読み上げデバイス）のプロセッサによ
って命令が実行されると、本開示の種々の実施形態の方法を電子デバイスに実行させる。
他の実施態様によれば、ソフトウェア・エレメント（プログラム）の命令の実行可能コー
ドまたはソース・コードは、離れた場所からダウンロードすることもできる。
【０２７４】
　また、特定の要件にしたがって種々の変形も作成できることも理解されてしかるべきで
ある。例えば、カスタム・ハードウェアを使用することもでき、および／または種々の回
路、ユニット、モジュール、もしくはコンポーネントを、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語、あるいはこれ
らの任意の組み合わせを使用することによって、実装することができる。例えば、開示し
た方法およびデバイスに含まれる回路、ユニット、モジュール、またはコンポーネントの
一部または全部を、本開示によるロジックおよびアルゴリズムを使用することによって、
アセンブリ言語またはハードウェア・プログラミング言語（ＶＥＲＩＬＯＧ、ＶＨＤＬ、
およびＣ＋＋のような言語）でハードウェア（例えば、フィールド・プログラマブル・ゲ
ート・アレイ（ＦＰＧＡ）および／またはプログラマブル・ロジック・アレイ（ＰＬＡ）
を含むプログラマブル・ロジック回路）をプログラミングすることによって、実装するこ
とができる。
【０２７５】
　ある実施態様によれば、電子デバイス２０００におけるプロセッサ２００１をネットワ
ークを通じて分散させることもできる。例えば、一部の処理を１つのプロセッサによって
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のでもよい。電子デバイス２０００の他のモジュールも同様に分散させることができる。
このように、電子デバイス２０００は、複数の場所で処理を実行する分散型コンピューテ
ィング・システムとして解釈することができる。
【０２７６】
　以上、図面を参照しながら本開示の実施形態または例について説明したが、以上で説明
した方法、システム、およびデバイスは単に例示的な実施形態または例であり、本開示の
範囲はこれらの実施形態や例によって限定されるのではなく、付与される請求項およびそ
の均等の範囲のみによって定められることは理解されてしかるべきである。実施形態また
は例における種々のエレメントは、省略されても、またはその同等のエレメントによって
置換されてもよい。更に、ステップは、本開示において説明した順序とは異なる順序で実
行されてもよい。更に、実施形態または例における種々のエレメントを種々の方法で組み
合わせてもよい。尚、技術が発展するに連れて、本明細書において説明した多くの要素が
、本開示の後に出現する同等のエレメントによって置換される可能性があることは重要で
ある。
【符号の説明】
【０２７７】
　
１００　画像テキスト・ブロードキャスト・デバイス
１０１　受信装置
１０２　ブロードキャスト装置
１０３　プロセッサ
１０４　文字認識装置
１０５　メモリ
１０６　検出装置
２０００　電子デバイス
２００１　プロセッサ
２００２　作業用メモリ
２００２ａ　オペレーティング・システム
２００２ｂ　アプリケーション・プログラム
２００３　記憶デバイス
２００４　カメラ
２００５　文字認識回路
２００６　音声変換回路
２００７　音声(sound)出力回路
２００８　画像処理回路
２００９　文字処理回路
２０１０　通信回路
２０１１　入力デバイス
２０１２　出力デバイス
２０１３　ライン
２１００　電子回路
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